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お
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は
じ
め
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「
小
自
在
庵
四
明
」
と
は
、
本
名
中
川
重
麗
の
別
名
で
あ
る
。
中
川
重
麗
と

は
正
岡
子
規
周
辺
の
一
人
と
し
て
、
子
規
の
俳
句
革
新
の
草
創
期
に
尽
力
し
た

京
都
の
俳
人
「
中
川
四
明
」
の
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
俳
諧
美

学
』
は
、
そ
の
中
川
四
明
が
、
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
三
月
二
四
日
、
東

京
の
博
文
館
よ
り
刊
行
し
た
「
俳
論
書
」
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
は
、
日
本
固

有
の
伝
統
文
化
で
あ
る
、
俳
句
を
以
て
「
美
学
」
を
説
こ
う
と
す
る
、
新
鮮
な

手
法
で
執
筆
さ
れ
た
他
に
類
例
の
見
ら
れ
な
い
特
異
な
俳
論
書
で
あ
っ
た
。
正

式
な
書
名
は
『
平
言
俗
語
俳
諧
美
学　

全
』
で
あ
り
、「
平
言
俗
語
」
と
い
う

角
書
き
を
持
つ
。
凡
例
に
よ
れ
ば
そ
の
意
図
は
「
猶
ほ
俳
句
を
以
て
振
仮
名
と

な
し
た
る
一
種
の
美
学
と
い
ふ
が
如
し
。
要
は
務
め
て
通
俗
に
審
美
学
の
大
意

を
説
く
に
在
り
」
と
い
う
。

　

森
鷗
外
が
大
村
西
崖
と
と
も
に
、
ハ
ル
ト
マ
ン
の
美
学
『
審
美
綱
領
』
を
刊

行
（
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
六
月
）
し
て
以
来
急
速
に
高
ま
る
審
美
学
を
、

俳
諧
の
発
句
（
俳
句
）
を
用
い
て
、
漢
字
に
振
り
仮
名
し
て
読
み
方
を
示
す
よ

う
に
、
平
易
に
説
い
て
見
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
俳
句
を
以
て
西
洋

の
美
学
を
説
く
と
い
う
こ
と
は
、
西
洋
の
美
学
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、

一
方
的
な
欧
化
主
義
に
は
反
対
し
て
い
た
新
聞
『
日
本
』
の
先
輩
記
者
と
し
て
、

こ
れ
に
立
ち
向
か
う
こ
と
で
も
あ
る
。
四
明
は
西
洋
美
学
の
翻
訳
を
進
め
る
中

で
、
日
本
固
有
の
伝
統
文
化
で
あ
る
俳
句
に
は
、
西
洋
の
美
学
に
対
応
し
得
る

美
が
存
在
す
る
こ
と
に
気
付
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
少
な
く
と
も
「
美
」

と
い
う
普
遍
的
な
物
差
し
を
使
っ
て
双
方
が
対
等
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
そ

う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
子
規
が
「
俳
句
を
も
っ

文
学
研
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専
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博
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後
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３
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て
文
学
に
貢
献
せ
ん
」（
陸
羯
南
『
子
規
言
行
録
』
序
・
明
治
三
五
年
（
一
九

〇
二
）
一
一
月
一
九
日　

吉
川
弘
文
館
）
と
語
る
時
、
そ
の
真
意
は
西
洋
の

「
美
学
」
を
手
掛
か
り
に
、
日
本
の
俳
句
を
真
に
「
文
学
と
し
て
高
め
た
い
」

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
本
稿
で
は
西
洋
の
「
美
学
」
に

対
応
し
得
る
日
本
の
「
美
」
と
し
て
四
明
が
挙
げ
る
五
二
七
句
の
俳
句
か
ら
、

代
表
的
俳
人
松
尾
芭
蕉
の
句
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
発
行

元
の
博
文
館
の
広
告
に
よ
れ
ば
『
俳
諧
美
学
』
は
四
版
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
中
川
四
明
は
現
在
で
は
忘
れ
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
従
っ
て
先
行
研
究

も
少
な
く
、
今
回
取
り
上
げ
る
『
俳
諧
美
学
』
の
、
内
容
そ
の
も
の
を
本
格
的

に
論
じ
た
も
の
は
、
管
見
の
限
り
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
の
論
考
を

書
く
に
あ
た
り
四
明
と
そ
の
美
学
に
言
及
し
た
貴
重
な
先
行
研
究
を
次
に
挙
げ

る
。

＊　

��

鈴
木
栄
樹
「
京
都
市
立
独
逸
学
校
の
初
代
校
主
中
川
重
麗
―
忘
れ
ら
れ
た

近
代
京
都
の
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
ー
」（『
京
薬
論
集
第
二
四
・
二
五
合
併
号
』

二
〇
一
九
年
四
月　

京
都
薬
科
大
学
）。
こ
こ
に
は
、
四
明
が
独
逸
語
を

学
ん
だ
「
お
雇
い
外
国
人
」
の
ル
ド
ル
フ
・
レ
ー
マ
ン
と
の
出
会
い
、
お

よ
び
初
代
校
主
と
な
る
、
京
都
私
立
独
逸
学
校
設
立
の
経
緯
が
、
新
資
料

(

明
治
一
七
年
四
月
二
九
日
『
朝
日
新
聞
』
雑
報)

の
記
事
と
と
も
に
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。

＊　

��

渡
辺
光
一
郎
「
子
規
と
中
川
四
明
」
―
〔
資
料
〕
印
金
模
様
図
か
ら
ー

（『
国
文
学
』
二
〇
〇
四
年
三
月
号　

學
燈
社
）。
子
規
の
「
蕪
村
句
集
講

義
」
に
際
し
「
春
月
や
印
金
堂
の
木
の
間
よ
り
」
の
時
、
四
明
が
実
際
に

印
金
堂
を
訪
ね
て
現
状
を
子
規
に
報
告
し
た
（『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
三
巻
一

号　

明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
一
〇
月
）。
そ
こ
に
添
付
さ
れ
た
印
金

模
様
図
を
子
規
が
模
写
し
て
い
る
が
、
四
明
提
供
の
印
金
模
様
図
は
富
岡

鉄
斎
が
『
京
都
美
術
』
に
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
発
見
報
告
し
て

い
る
。
四
明
と
鉄
斎
は
と
も
に
京
都
美
術
協
会
会
員
で
親
し
い
関
係
に
あ

っ
た
。(

尚
、
他
の
四
明
提
供
に
よ
る
子
規
画
に
、
京
都
太
秦
の
「
牛
祭

り
の
仮
面
」
を
描
い
た
、「
原
人
」
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。）

＊　

�

清
水
貞
夫
『
四
明
中
川
重
麗
の
美
学
』（
平
成
二
九
年　

現
代
文
藝
社
）。

『
中
川
四
明
重
麗
小
事
典
』（
平
成
二
七
年　

現
代
文
藝
社
）、
シ
リ
ー
ズ

で
『
俳
人
四
明
覚
書
』
を
い
ず
れ
も
「
現
代
文
藝
社
」
よ
り
私
家
版
で

（
七
）
ま
で
発
行
。

＊　

�

松
本
皎
「
露
月
を
景
仰
し
た
関
西
の
俳
人
達
」
～
「
三
山
」
句
会
の
俳
人

列
伝
～
（
十
四
）「
中
川
四
明
～
関
西
の
学
芸
奉
行
」（『
俳
星
』
通
巻
一

一
三
〇
号
（
平
成
二
六
年
八
月
号
）、
同
（
一
五
）「
四
明
と
「
日
本
」

「
日
出
」
新
聞
」（『
俳
星
』
通
巻
一
一
三
二
号
（
平
成
二
六
年
一
〇
月
号
）、

同
（
一
六
）「
美
学
者
・
俳
人
～
中
川
四
明
」（『
俳
星
』
通
巻
一
一
三
九

号
（
平
成
二
七
年
五
月
号
）。

＊　

�

金
田
民
夫
「
京
都
の
美
学
者
中
川
重
麗
」（『
日
本
近
代
美
学
序
説
七
』
一

九
九
〇
・
三　

法
律
文
化
社
）

＊　
�

神
林
恒
道
「
横
断
す
る
知
性
―
中
川
重
麗
と
近
代
京
都
―
」
神
林
恒
道
編

著
『
京
の
美
学
者
た
ち
』（
二
〇
〇
六
・
一
〇 

晃
洋
書
房
）。
な
お
、
神

林
氏
は
二
〇
一
七
年
五
月
一
八
日
の
『
京
都
新
聞
』
に
「
中
川
四
明
没
後
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百
年
」
の
記
事
を
掲
載
し
、
当
時
の
四
明
が
京
都
美
術
工
芸
学
校
教
員
嘱

託
時
代
の
講
義
テ
キ
ス
ト
に
用
い
た
の
が
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
「
美
学
」
を

訳
し
た
『
審
美
階
梯
』
で
あ
り
、「
こ
れ
は
紛
れ
も
な
い
ヘ
ー
ゲ
ル
直
系

の
ド
イ
ツ
美
学
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

＊　

�

篠
木
涼
「
不
離
不
即
の
美
学
―
中
川
重
麗
論
」
神
林
恒
道
編
著
『
京
の
美

学
者
た
ち
』（
二
〇
〇
六
・
一
〇　

晃
洋
書
房
）

　
『
俳
諧
美
学
』
の
著
者
中
川
四
明
は
、
子
規
周
辺
の
一
人
と
し
て
、
確
か
な

役
割
を
果
た
し
た
人
物
で
あ
る
。
な
か
で
も
特
筆
さ
れ
る
べ
き
は
、
明
治
二
九

年
（
一
八
九
六
）
九
月
、
子
規
の
俳
句
革
新
の
草
創
期
に
あ
っ
て
、
い
ち
早
く

こ
れ
を
支
援
す
る
「
京
阪
俳
友
満
月
会
」
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
、
さ
ら
に
子
規

没
後
の
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
一
月
に
は
、
小
説
に
熱
中
の
あ
ま
り
俳
句

に
無
関
心
と
な
っ
た
高
浜
虚
子
に
対
し
、
俳
誌
『
懸
葵
』
紙
上
で
俳
壇
復
帰
を

強
く
呼
び
か
け
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。（
拙
稿
「
虚
子
の
俳
壇
復
帰
と
中
川

四
明
」
―
「
明
治
俳
壇
の
第
二
期
を
迎
ふ
」
の
意
義
―
『
連
歌
俳
諧
研
究
』
第

百
二
十
四
号
）。
子
規
の
願
い
は
虚
子
を
自
ら
の
後
継
者
と
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
虚
子
が
こ
れ
を
断
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
子
規
と
四
明
の

直
接
の
交
流
は
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
二
月
一
一
日
発
行
の
『
小
日
本
』

を
初
め
と
す
る
が
、
美
学
の
交
流
と
し
て
は
、
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
九

月
発
行
の
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
第
九
号
目
次
に
、
子
規
の
「
俳
人
蕪
村
」
と
並
び
、

霞
城
山
人
名
で
「
自
然
美
に
つ
い
て
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
松
山
版
『
ホ
ト

ト
ギ
ス
』
の
記
事
は
、
柳
原
極
堂
と
の
約
束
で
そ
の
殆
ど
を
子
規
が
担
っ
て
い

る
の
で
、
四
明
の
論
考
掲
載
も
子
規
の
意
向
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の

子
規
は
、
予
備
門
の
教
師
で
あ
り
、
新
聞
『
日
本
』
の
先
輩
で
あ
る
四
明
を
、

「
美
学
者
」
と
し
て
認
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
子
規
が
「
明
治
三
一

年
の
俳マ

マ界
」
で
は
「
京
都
に
は
先
輩
四
明
満
月
会
を
統
率
し
て
常
に
俳
運
の
隆

盛
を
致
す
」(

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
二
巻
四
号
・
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
一

月)

と
書
い
て
い
る
。
四
明
は
折
に
触
れ
て
子
規
を
応
援
し
た
。
今
回
取
り
上

げ
る
『
俳
諧
美
学
』
も
ま
た
、
四
明
が
子
規
の
こ
う
し
た
呼
び
か
け
に
応
え

「
俳
運
の
隆
盛
」
に
尽
す
も
の
で
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。『
俳
諧
美
学
』
の

発
行
時
期
は
、
子
規
が
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
一
〇
月
、
新
聞
『
日
本
』

に
『
俳
諧
大
要
』
で
「
美
の
標
準
」
を
掲
げ
、
明
治
三
二
年
一
二
月
に
『
俳
人

蕪
村
』
を
「
ほ
と
と
ぎ
す
発
行
所
」
か
ら
刊
行
し
て
お
よ
そ
七
年
、
そ
の
子
規

が
明
治
三
五
年
に
世
を
去
っ
て
か
ら
四
年
と
五
ヶ
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
第
一
章
『
俳
諧
美
学
』
の
刊
行
の
動
機
、
第
二
章
に
異
色
の
美

学
書
『
俳
諧
美
学
』
の
構
成
、
第
三
章
で
は
「
芭
蕉
句
に
お
け
る
美
の
諸
相
」

と
し
て
芭
蕉
句
の
検
討
及
び
、
子
規
の
見
解
も
考
察
す
る
。
四
明
は
子
規
と
の

交
流
の
中
で
、
そ
の
革
新
の
真
意
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
数
少
な
い
大
人
の
知

識
人
で
あ
り
、
美
学
者
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
立
場
か
ら
日
本
派
の
俳
句
の
発
展

に
尽
く
し
、
結
果
的
に
子
規
と
共
に
俳
句
を
文
学
と
し
て
現
代
の
我
々
に
手
渡

し
て
く
れ
た
人
物
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
定
し
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
章　
『
俳
諧
美
学
』
刊
行
の
動
機

　

四
明
は
『
俳
諧
美
学
』
の
凡
例
で
、
執
筆
の
動
機
を
次
の
よ
う
に
書
き
始
め
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て
い
る
。

　　
　

一
、�

本
書
題
し
て
平
言
俗
語
俳
諧
美
学
と
い
う
。
其
の
意
味
、
猶
ほ
俳
句

を
以
て
振
り
仮
名
と
な
し
た
る
一
種
の
美
学
と
い
う
が
如
し
。
要
は
、

務
め
て
通
俗
に
審
美
学
の
大
意
を
説
く
に
在
り
。

　
　

一
、�

さ
れ
ば
、
本
書
の
目
的
は
、
独
り
俳
諧
を
学
べ
る
人
の
為
な
ら
ず
、

美
学
を
修
め
ん
と
欲
す
る
人
の
た
め
に
も
、
卑
き
よ
り
高
き
に
登
る

階
梯
た
ら
し
め
ん
と
す
る
に
在
り
て
、
世
既
に
美
学
の
書
少
な
か
ら

ざ
る
も
多
く
は
議
論
高
尚
に
し
て
解
し
易
か
ら
ず
、
文
章
平
易
な
ら

ず
し
て
読
む
に
苦
し
む
。
是
れ
豈
に
斯
学
の
普
及
を
計
る
道
な
ら
ん

や
。

　

こ
の
書
は
、「
平
言
俗
語
」
と
い
う
角
書
き
を
も
つ
が
、
そ
の
意
味
は
、
日

本
人
に
親
し
み
の
あ
る
「
俳
句
」
を
利
用
し
、
漢
字
に
フ
リ
ガ
ナ
を
す
る
よ
う

に
し
て
、
西
洋
の
美
学
を
解
り
や
す
く
解
説
し
「
審
美
学
」
の
、
大
意
を
説
く

も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
そ
の
理
由
を
四
明
は
、
世
の
中
に
は
既
に
美
学
の
書

が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
が
、「
議
論
高
尚
に
し
て
解
し
易
か
ら
ず
、
文
章
平
易

な
ら
ず
し
て
読
む
に
苦
し
む
」
と
い
う
。
よ
っ
て
平
易
な
美
学
書
が
あ
れ
ば
、

美
学
の
普
及
に
貢
献
し
、
俳
諧
を
学
ぶ
人
ば
か
り
で
な
く
、
美
学
を
志
す
人
の

た
め
に
も
、
高
き
に
登
る
階
梯
と
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る
。

　

同
時
代
に
難
解
と
さ
れ
た
美
学
書
と
は
、
前
掲
、
森
鷗
外
が
ハ
ル
ト
マ
ン
の

「
美
学
」
を
大
村
西
崖
と
共
に
翻
訳
し
た
「
審
美
綱
領
」
が
推
測
さ
れ
、
努
力

は
し
た
が
難
し
く
、
終
に
断
念
し
た
人
物
と
し
て
は
正
岡
子
規
が
挙
げ
ら
れ
る
。

子
規
は
「
審
美
学
」
に
対
す
る
強
い
憧
れ
を
持
ち
、
一
旦
は
一
生
の
目
的
と
定

め
て
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
九
月
、
東
京
帝
国
大
学
哲
学
科
に
入
学
し
た
。

そ
し
て
美
学
書
を
求
め
て
「
丸
善
な
ど
を
あ
さ
り
し
に
、
審
美
の
書
め
き
た
る

は
一
冊
も
無
し
」
と
い
う
状
況
を
知
る
。
そ
こ
で
フ
ラ
ン
ス
に
駐
在
中
で
あ
っ

た
叔
父
の
加
藤
拓
川
か
ら
ハ
ル
ト
マ
ン
の
「
美
学
」
を
入
手
し
た
が
、
全
く
読

む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
告
白
し
て
い
る
。
子
規
は
翌
明
治
二
四
年

（
一
八
九
一
）
二
月
七
日
に
は
早
く
も
国
文
科
に
転
科
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

鷗
外
の
「
し
が
ら
み
草
紙
」
に
「
ハ
ル
ト
マ
ン
の
審
美
学
の
譯
を
載
す
る
の
広

告
あ
り
。
此
時
も
い
た
く
喜
び
て
、
急
ぎ
買
ひ
読
み
し
に
、
再
び
失
望
し
て
了

り
ぬ
。（
略
）
我
は
「
し
が
ら
み
草
紙
」
を
擲
ち
し
以
後
再
び
審
美
書
を
手
に

せ
ざ
り
き
、
又
之
を
見
ん
と
の
念
も
以
前
の
如
く
切
な
ら
ざ
り
き
」（「
随
問
随

答
」・『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
三
巻
二
号
・
明
治
三
二
年
一
一
月
）
と
記
し
て
い
る
。

『
審
美
綱
領
』
の
刊
行
は
明
治
三
二
年
六
月
で
あ
る
が
、
明
治
二
二
年
一
一
月

二
日
の
新
聞
『
日
本
』
に
、
鷗
外
の
「
し
が
ら
み
草
紙
」
に
「
ハ
ル
ト
マ
ン
美

学
」
の
翻
訳
が
掲
載
さ
れ
る
旨
広
告
が
出
て
い
る
。

　

京
都
在
住
の
中
川
四
明
が
新
聞
『
日
本
』
や
後
の
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
を
日
常

的
に
読
ん
で
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
の
で
、
子
規
が
こ
れ
ら
に
掲
載
し
た
も

の
は
殆
ど
目
に
し
、
情
報
を
共
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

四
明
の
『
俳
諧
美
学
』
の
「
平
易
な
執
筆
」
の
動
機
に
は
、
ハ
ル
ト
マ
ン
の

美
学
を
読
め
な
か
っ
た
子
規
も
脳
裡
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
四
明
研

究
者
の
清
水
貞
夫
氏
の
資
料
に
よ
る
と
、
四
明
は
後
に
、
こ
の
『
審
美
綱
領
』
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に
対
し
「
こ
れ
で
は
原
著
を
読
ん
だ
方
が
解
り
や
す
い
」
と
、
辛
辣
な
批
評
を

書
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。（
四
明
翁
餘
霞
（
上
）・『
日
出
新
聞
』
大
正
六
年

五
月
一
七
日
夕
刊
）。
お
そ
ら
く
四
明
の
許
に
は
周
囲
の
俳
人
か
ら
、
平
易
な

美
学
書
の
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

時
代
背
景
と
し
て
も
西
洋
の
「
美
学
」
を
学
ん
で
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、

欧
化
主
義
に
飲
み
込
ま
れ
る
の
で
は
な
く
、
日
本
に
も
西
洋
の
「
美
学
」
に
対

応
し
得
る
日
本
独
自
の
古
来
の
美
で
あ
る
季
題
や
、
俳
諧
が
存
在
す
る
と
、
対

等
の
関
係
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
明
治

二
五
年
一
二
月
、
子
規
は
新
聞
『
日
本
』
に
入
社
す
る
が
、
こ
の
時
、
陸
羯
南

の
意
向
で
子
規
の
面
接
を
し
た
当
時
の
新
聞
『
日
本
』
の
実
質
的
編
集
長
、
古

島
一
雄
は
、「
学
校
を
辞
め
て
俳
句
を
や
る
」
と
い
う
子
規
を
次
の
よ
う
に
回

想
し
て
い
る
。

丁
度
そ
の
頃
、
新
聞
は
国
粋
保
存
を
唱
え
、
欧
化
主
義
に
反
対
し
て
い
る

時
だ
か
ら
、
こ
う
い
う
復
古
の
精
神
を
鼓
吹
す
る
こ
と
は
面
白
そ
う
だ
と

考
え
た
。

�

（「
老
政
治
家
の
回
想
」『
中
央
公
論
』
中
央
公
論
社　

昭
和
二
五
年
十
月
）

　

中
川
四
明
は
明
治
二
三
年
九
月
、
新
聞
『
日
本
』
を
辞
め
て
京
都
へ
戻
っ
て

か
ら
も
『
日
本
』
に
記
事
を
送
り
続
け
、
陸
羯
南
と
は
終
生
親
し
い
関
係
に
あ

っ
た
。
つ
ま
り
子
規
も
四
明
も
、
当
時
の
極
端
な
欧
化
主
義
に
は
反
対
す
る

『
日
本
』
と
、
同
じ
方
向
を
志
向
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

『
俳
諧
美
学
』
は
最
終
的
に
は
第
四
版
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
当
時

の
人
々
が
「
美
学
」
に
関
心
を
持
ち
、
平
易
な
美
学
書
を
強
く
求
め
て
い
た
こ

と
の
証
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
博
文
館
の
広
告
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

俳
諧
の
書
の
世
に
出
づ
る
も
の
汗
牛
充
棟
豈
な
ら
ざ
れ
ど

も
本
書
の
如
く
一
部
の
美
学
と
し
て
俳
諧
の
美
を
縦
横
に

分
解
し
た
る
も
の
あ
ら
ず
殊
に
其
文
平
易
に
し
て
読
み
易

く
高
遠
の
真
理
も
平
言
俗
語
の
間
に
説
き
去
り
（
略
）
読

ん
で
趣
味
多
き
こ
と
未
だ
他
に
類
を
見
ず
。

●
注
意
前
号
広
告
に
第
三
版
と
あ
り
し
は
四
版
の
誤
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京　

博
文
館

　

世
に
俳
諧
の
書
は
多
く
出
る
が
『
俳
諧
美
学
』
の
如
く
、「
一
部
の
美
学
と

し
て
俳
諧
の
美
を
縦
横
に
分
解
し
た
も
の
」
は
今
ま
で
に
無
か
っ
た
。「
殊
に

其
文
平
易
に
し
て
読
み
易
く
」
類
を
見
な
い
著
書
で
あ
る
と
、
広
告
し
て
い
る
。

四
明
は
『
俳
諧
美
学
』
に
手
応
え
を
感
じ
、
五
年
後
の
明
治
四
四
年
四
月
「
新

俳
諧
美
学
」
と
副
題
を
し
た
『
觸
背
美
学
』
を
同
じ
く
博
文
館
か
ら
発
行
し
て

い
る
。

第
二
章　

異
色
の
美
学
書
『
俳
諧
美
学
』
の
構
成

①　

氏
名
の
表
記

表
紙
に
は
「
小
自
在
庵
四
明
著
」
と
表
記
す
る
が
、『
俳
諧
美
学
』
本

文
一
頁
に
は
「
中
川
霞
城
著
」、
そ
し
て
奥
付
に
は
本
名
の
中
川
重
麗
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と
表
記
し
て
い
る
。

新
聞
『
日
本
』
に
は
主
と
し
て
「
霞
城
山
人
」。
そ
の
他
「
霞
城
」、
晩

年
に
は
「
四
明
老
人
」
な
ど
も
認
め
ら
れ
る
が
、
や
は
り
子
規
と
出
合

っ
て
か
ら
の
「
俳
人
四
明
」
と
し
て
当
時
の
人
々
に
親
し
ま
れ
た
存
在

で
あ
っ
た
こ
と
が
、『
懸
葵
』
の
追
悼
号
な
ど
に
顕
著
で
あ
る
。

②　

表
紙
と
内
扉
の
俳
画

凡
例
の
最
後
に
、「
表
紙
の
模
様
及
び
四
季
俳
画
の
句
意
」
と
し
て
五

句
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
し
て
表
紙
の
図
案
は
神
阪
雪
佳
、
内
扉
の
四
季

の
俳
画
は
、
竹
内
栖
鳳
、
菊
池
芳
文
、
山
元
春
擧
、
谷
口
香
嶠
と
あ
る
。

四
明
は
俳
画
の
四
氏
に
つ
い
て
「
四
家
の
俳
画
を
加
へ
た
る
は
、
同
じ

市
の
学
校
に
関
係
あ
る
の
記
念
と
な
し
た
る
の
み
」、
ま
た
表
紙
に
つ

い
て
は
「
神
阪
雪
佳
氏
に
し
て
、
是
亦
同
校
に
於
い
て
相
親
し
き
に
よ

る
」
と
述
べ
る
。
四
明
は
明
治
三
三
年
よ
り
、
京
都
市
美
術
専
門
学
校

（
の
ち
に
、
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
と
改
称
）
の
教
員
嘱
託
と
な
り
、

以
後
長
く
「
美
学
」
の
授
業
を
担
当
し
た
。
四
明
が
選
ん
だ
と
思
わ
れ

る
、
表
紙
と
四
季
の
句
、
及
び
俳
画
の
作
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

表
紙　

獨
銛
鎌
首
水
か
け
論
の
蛙
か
な　
　
　
　

蕪
村
（
神
阪
雪
佳
）

　
　
　

春　
　

さ
し
ぬ
き
を
足
で
脱
ぐ
夜
や
朧
月　
　
　

蕪
村
（
谷
口
香
嶠
）

　
　
　

夏　
　

朝
露
に
よ
こ
れ
て
す
ゝ
し
瓜
の
土　
　
　

芭
蕉
（
菊
地
芳
文
）

　
　
　

秋　
　

枯
枝
に
烏
の
と
ま
り
け
り
秋
の
暮　
　
　

芭
蕉　

(

竹
内
栖
鳳)

　
　
　

冬　
　

凩
よ
世
に
拾
は
れ
ぬ
み
な
し
栗　
　
　
　

其
角
（
山
本
春
擧
）　

　

こ
こ
に
は
、
日
本
画
に
西
洋
画
法
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
第
一
回

文
化
勲
章
を
受
章
し
た
竹
内
栖
鳳
を
初
め
と
し
て
後
の
著
名
な
画
家
が
並
ん
で

い
る
。
俳
句
は
芭
蕉
、
蕪
村
、
其
角
の
膨
大
な
句
か
ら
四
明
が
選
ん
だ
と
推
測

さ
れ
、
ど
れ
も
、
一
読
し
て
誰
に
で
も
情
景
の
よ
く
見
え
る
写
生
句
で
あ
り
な

が
ら
、
心
中
の
思
い
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
る
句
で
あ
る
。　
　
　

③　

総
目
次

『
俳
諧
美
学
』
は
一
章
か
ら
十
章
に
分
け
た
美
学
の
用
語
を
更
に
細
分

化
し
、
そ
こ
に
、
五
二
七
句
の
俳
句
を
「
フ
リ
ガ
ナ
」
と
し
て
対
応
し

解
説
し
て
い
る
。
こ
の
思
い
が
け
な
い
新
鮮
な
解
説
の
方
法
が
、
特
異

な
美
学
書
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
日
本
に
は
西
洋
の
美
学
の
よ
う
な

一
貫
し
た
思
索
の
集
積
が
な
い
と
い
う
判
断
か
ら
「
独
り
俳
諧
を
学
べ

る
人
の
為
な
ら
ず
、
美
学
を
修
め
ん
と
欲
す
る
人
の
為
に
も
」
高
き
に

登
る
階
梯
と
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

（
第
一
章
）　

誘
引　
　
　
　

�

発
端
―
對
境
―
物
体
―
現
象
―
空
間
、
時
間
―
排

列
―
連
続
―
客
観
、
主
観
―
五
官
―
高
級
官
能
―

低
級
官
能
―
脱
実
―
記
憶
の
再
現
―
観
念
―
空
想

力
―
理
想
―
理
想
美
―
性
格
美
―
眞
、
善
、
美
―

感
覚
―
思
考
―
意
忠
―
美
学
の
目
的
―
科
学
―
抽

象
―
具
象
―
概
念
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（
第
二
章
）　

官
覚　
　
　
　

①
五
官　

②
美
醜
の
図
解　

（
第
三
章
）　

形
式
の
美　
　

�

①
形
式　

②
差
別　

③
総
合
統
一　

④
完
全　

⑤

節
調　

⑥
斉
対
比
例

（
第
四
章
）　

本
体
の
美　
　

�

①
本
体　

②
理
想
を
得
る
範
囲　

③
非
理
想
派　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
理
想
と
性
格
と
の
一
致

（
第
五
章
）　

交
感
の
美　
　

�
①
交
感　

②
連
想　

③
把
住　

④
空
想
の
幼
稚　

⑤
流
行　

⑥
趣
味　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

⑦
ク
ラ
シ
ッ
ク
美　

⑧
象
徴　

⑨
形
容
、
比
喩
、

擬
人
法　

⑩
表
情
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑪
不
完
全
美
及
び
ロ
ー
マ
ン
チ
ッ
ク
美

（
第
六
章
）　

醜
其
他
の
感
覚�

①
醜　

②
可
怖
、
怪
醜　

③
可
笑
、
陋
醜　

④
優

美　

（
第
七
章
）　

壮
美　

崇
高　

�

①
壮
美　

②
空
間
に
於
け
る
崇
高　

③
力
的
崇
高　

④
空
想
の
眩
暈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

⑤
時
間
に
於
け
る
崇
高　

⑥
自
然
力
の
崇
高　

⑦

個
人
的
の
崇
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑧
宇
宙
天
道
の
崇
高

（
第
八
章
）　

葛
藤　
　
　
　

�

①
類
の
葛
藤　

②
閒
逸　

③
権
謀　

④
長
閒
気　

⑤
感
動　

⑥
多
情
多
恨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦
作
気　

⑧
悲
哀　

⑨
余
哀

（
第
九
章
）　

悲
壮　
　
　
　

①
悲
劇
の
大
意　

②
俳
諧
の
悲
壮

（
第
十
章
）　

滑
稽　
　
　
　

①
尋
常
滑
稽　

②
諧
謔　

③
有
情
滑
稽　

④　

引
例
掲
載
句
数
順
位
表　
　
（
２
０
位
ま
で
）

四
明
が
『
俳
諧
美
学
』
の
解
説
の
為
に
引
用
し
た
、
芭
蕉
以
前
の
荒
木

田
守
武
や
松
永
貞
徳
か
ら
虚
子
碧
梧
桐
ま
で
総
数
５
２
７
句
に
対
す
る
、

掲
載
俳
人
と
掲
載
句
数
順
位
を
集
計
し
た
。
最
も
多
い
の
は
蕪
村
の
一

一
〇
句
、
次
が
芭
蕉
の
四
九
句
、
三
位
が
一
茶
、
四
位
が
子
規
で
、
五

位
が
四
明
と
続
く
。
こ
の
時
代
は
、
子
規
が
俳
句
革
新
を
目
指
し
、
芭

蕉
に
対
抗
す
る
新
し
い
句
を
目
指
し
た
結
果
、
子
規
達
が
発
見
し
た
蕪

村
が
最
も
輝
き
を
増
し
つ
つ
あ
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
多
く
の
人
々
に

美
学
を
説
く
た
め
に
は
、
そ
の
親
し
み
の
あ
る
蕪
村
句
を
多
く
引
用
す

る
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
蕪
村
句
に
つ
い
て
は
す
で
に
考
察
し
て
い

る
の
で
、
今
回
は
芭
蕉
句
に
焦
点
を
あ
て
て
、
子
規
と
四
明
が
芭
蕉
句

を
用
い
て
、
西
洋
の
美
学
に
ど
う
立
ち
向
か
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
。

　
　

引
例
掲
載
句
順
位
表(

二
〇
位
ま
で)

①　

蕪
村　
　
　

１
１
０
句　
　
　
　
　
　

⑪　

蜀
山
人　
　
　

５
句

②　

芭
蕉　
　
　
　

４
９
句　
　
　
　
　
　

⑫　

園
女　
　
　
　

４
句

③　

一
茶　
　
　
　

３
３
句　
　
　
　
　
　

⑬　

許
六　
　
　
　

４
句

④　

子
規　
　
　
　

３
１
句      　
　
　
　

⑭　

曉
台　
　
　
　

４
句

⑤　

四
明　
　
　
　

２
０
句　
　
　
　
　
　

⑮　

秋
色　
　
　
　

４
句

⑥　

太
祇　
　
　
　

１
９
句　
　
　
　
　
　

⑯　

召
波　
　
　
　

４
句

⑦　

其
角　
　
　
　

１
５
句　
　
　
　
　
　

⑰　

青
　々
　
　
　

４
句
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⑧　

几
菫　
　
　
　

１
３
句　
　
　
　
　
　

⑱　

千
代　
　
　
　

４
句

⑨　

露
月　
　
　
　
　

８
句　
　
　
　
　
　

⑲　

凡
兆　
　
　
　

４
句

⑩　

蓼
太　
　
　
　
　

５
句　
　
　
　
　
　

⑳　

鬼
貫　
　
　
　

３
句

　

四
明
が
西
洋
の
美
学
の
解
説
の
た
め
に
『
俳
諧
美
学
』
に
引
用
す
る
芭
蕉
句

や
蕪
村
句
は
、
主
と
し
て
子
規
が
「
芭
蕉
雑
談
」
や
、「
俳
人
蕪
村
」
に
引
用

し
た
句
が
多
い
。
四
明
は
凡
そ
一
千
句
の
芭
蕉
句
、
三
千
句
の
蕪
村
句
の
中
か

ら
、
あ
え
て
子
規
が
引
用
し
た
句
を
取
り
上
げ
、
或
い
は
補
足
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
美
学
と
対
応
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
四
明
が
、
自

ら
翻
訳
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
学
を
、
そ
う
し
た
も
の
に
馴
染
み
の
な
い
人
々

に
、
解
説
す
る
手
段
と
し
て
「
フ
リ
ガ
ナ
」
の
目
的
に
叶
う
句
を
選
ん
で
い
る

と
い
う
事
情
も
あ
る
の
で
、
各
章
で
行
わ
れ
る
四
明
の
美
学
の
解
説
と
、
そ
れ

に
伴
っ
て
引
用
さ
れ
る
芭
蕉
句
の
句
解
に
つ
い
て
は
、
子
規
と
四
明
の
理
解
が
、

必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
も
明
ら
か
に
し
つ
つ
『
俳
諧

美
学
』
の
時
代
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

第
三
章　

芭
蕉
句
に
お
け
る
美
の
諸
相

　

凡
例
に
よ
れ
ば
『
俳
諧
美
学
』
は
ハ
ル
ト
マ
ン
を
含
む
「
ラ
ン
ゲ
や
レ
ム
ケ
、

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
も
参
考
に
し
、
務
め
て
通
俗
に
審
美
学
の
大
意
を
説
く
に
あ

り
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ラ
ン
ゲ
の
美
学
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
篠
木
涼

―
「
不
離
不
即
の
美
学
―
中
川
重
麗
論
」（『
京
の
美
学
者
た
ち
』）
を
参
照
す

る
。　

中
川
重
麗
の
美
学
に
深
甚
な
影
響
を
与
え
た
の
は
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
の

美
学
者
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ラ
ン
ゲ
（1855

―1921

）
で
あ
る
。
重
麗
は
「
不

離
不
即
」
の
概
念
を
ラ
ン
ゲ
の
幻
想
概
念
か
ら
着
想
し
、『
俳
諧
美
学
』

『
觸
背
美
学
』
の
構
成
も
ま
た
多
く
ラ
ン
ゲ
の
『
芸
術
の
本
質
』〈
一
九
〇

一
〉
に
負
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
四
明
が
『
俳
諧
美
学
』
を
解
説
す
る
た
め
に
振
り
仮
名
と
し
て
引

用
し
た
芭
蕉
句
を
検
討
す
る
が
、
そ
の
際
、「
句
解
」
①
を
、
井
本
農
一
、
堀

信
夫
注
解
『
松
尾
芭
蕉
集
①
・
全
発
句
』(

平
成
一
一
年
七
月　

小
学
館)

を
参

照
す
る
。
そ
の
場
合
、
四
明
の
芭
蕉
句
の
表
記
が
『
松
尾
芭
蕉
集
①
』
と
異
な

る
場
合
が
あ
る
の
で
、
出
典
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
そ
の
異
同
も
記
録
す
る
た
め
、

検
討
す
る
芭
蕉
句
の
総
て
に
つ
い
て
『
俳
諧
美
学
』
と
「
松
尾
芭
蕉
①
」
と
の

両
方
を
併
記
し
た
。

句
解
②
と
し
て
近
刊
の
『
新
芭
蕉
俳
句
大
成
』（
平
成
二
六
年
一
〇
月
一
二
日　

明
治
書
院
）
も
参
照
し
た
。

　

次
に
今
回
検
討
す
る
、
四
明
が
『
俳
諧
美
学
』
で
解
説
す
る
美
の
項
目
と
、

そ
れ
に
対
応
す
る
芭
蕉
句
の
一
覧
を
挙
げ
る
。「
」
に
入
れ
た
の
が
美
の
項
目

で
あ
る
。
尚
、「
交
感
の
美
の
中
の
〔
不
完
全
美
〕
及
び
〔
ロ
ー
マ
ン
チ
ッ
ク

美
〕
に
は
、
芭
蕉
句
の
引
用
は
な
い
が
、
四
明
が
「
ス
ケ
ッ
チ
・
写
生
」
及
び

「
ロ
ー
マ
ン
チ
ッ
ク
」
と
「
日
本
古
来
の
美
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
こ
の

書
の
、
主
要
部
分
な
の
で
そ
の
主
張
を
引
用
し
た
。（
な
お
全
体
と
し
て
、
旧

字
は
新
字
に
直
し
た
）
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例
１
（
第
一
章
）　　

誘
引
→
「
主
観
」

　
　
　
　
　
　
　
　

朝
顔
に
我
は
飯
食
ふ
男
な
り

例
２
（
第
一
章
）　　

誘
引
→
「
理
想
」

　
　
　
　
　
　
　
　

尚
ほ
見
た
し
花
に
明
け
行
く
神
の
顔

例
３
（
第
一
章
）　　

誘
引
→
「
性
格
」〈
現
実
〉

　
　
　
　
　
　
　
　

義
朝
の
心
に
似
た
り
秋
の
風

例
４
（
第
二
章
）　　

官
覚
→
五
官
「
聴
覚
」

　
　
　
　
　
　
　
　

古
池
や
蛙
飛
込
む
水
の
音

例
５
（
第
三
章
）　　

形
式
の
美
→
「
節
調
」

　
　
　
　
　
　
　
　

草
い
ろ
／
＼
お
の
／
＼
花
の
手
柄
か
な

例
６
（
第
四
章
）　　

本
体
の
美
→
「
理
想
を
得
る
範
囲
」

　
　
　
　
　
　
　
　

樫
の
木
の
花
に
か
ま
は
ぬ
姿
か
な

例
７
（
第
五
章
）　　

交
感
の
美
→
「
連
想
」

　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ま
／
＼
の
こ
と
思
ひ
出
す
櫻
か
な

例
８
（
第
五
章
）　　

交
感
の
美
→
「
空
想
の
幼
稚
」

　
　
　
　
　
　
　
　

貞
徳
派
の
一
例

　
　
　
　
　
　
　
　

壇
林
派
の
一
例

例
９
（
第
五
章
）　　

交
感
の
美
→
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
美
」

　
　
　
　
　
　
　
　

道
細
し
す
ま
ふ
と
り
草
の
花
の
露

例
10
（
第
五
章
）　　

交
感
の
美
→
「
不
完
全
美
」
及
び
「
ロ
ー
マ
ン
チ
ッ
ク
美
」

　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ケ
ッ
チ
・
芭
蕉
行
脚
の
姿

例
11
（
第
六
章
）　　

醜
其
他
の
感
覚
→
「
醜
」

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
や
め
生
り
軒
の
鰯
の
さ
れ
か
う
べ　

　
　
　
　
　
　
　
　

蚤
虱
馬
の
尿
す
る
枕
も
と　

例
12
（
第
七
章
）　　

壮
美
（
崇
高
）
→
「
時
間
に
於
け
る
崇
高
」

　
　
　
　
　
　
　
　

夏
草
や
つ
は
も
の
と
も
の
夢
の
跡

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
の
香
や
奈
良
に
は
古
き
佛
た
ち

例
13
（
第
七
章
）　　

壮
美
（
崇
高
）
→
「
自
然
力
の
崇
高
」

　
　
　
　
　
　
　
　

猪
も
と
も
に
吹
か
る
ゝ
野
分
か
な

以
上
を
踏
ま
え
て
、
芭
蕉
句
に
お
け
る
美
の
諸
相
を
考
察
す
る
。

例
１
（
第
一
章
）
誘
引
→
「
主
観
」

　

本
章
の
誘
引
と
は
『
俳
諧
美
学
』
の
導
入
を
意
味
す
る
い
わ
ば
総
論
で
、
ま

ず
季
題
と
い
う
語
を
對
境
と
い
う
美
学
用
語
に
置
き
換
え
て
分
析
す
る
。

　

な
お
、
○
印
は
『
俳
諧
美
学
』
の
四
明
の
解
説
。
☆
印
は
子
規
の
見
解
と
す

る
。

○
四
明
解
説

俳
諧
の
季
題
と
な
れ
る
も
の
月マ

マ
雪
花
を
始
め
、
天
文
、
地
理
、
動
植
物
に

至
る
ま
で
、
そ
の
多
き
こ
と
挙
げ
て
数
え
難
し
。
さ
れ
ど
美
学
に
於
い
て

は
、
こ
れ
を
汎
称
し
て
對
境
又
は
對
象
と
い
ふ
。

『
俳
諧
美
学
』
で
は
、
連
歌
俳
諧
の
長
い
歴
史
の
中
で
連
綿
と
詠
み
継
が
れ
て
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き
た
、
膨
大
な
季
節
の
こ
と
ば
「
季
題
」
を
対
象
と
す
る
、
と
い
う
。
西
洋
美

学
を
解
説
す
る
の
に
「
季
題
」
を
持
ち
出
し
て
き
た
こ
と
は
、
つ
ま
り
日
本
に

は
西
洋
の
美
学
に
も
匹
敵
す
る
、「
季
題
」
と
い
う
「
美
」
の
蓄
積
が
あ
る
の

だ
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
『
俳
諧
美
学
』
が
、

俳
句
を
「
ふ
り
が
な
」
と
し
て
、
西
洋
の
美
学
を
俳
人
に
解
り
や
す
く
解
説
す

る
美
学
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
子
規
に
よ
る
俳
句
革
新
の
時
代
を
共
に
生
き
た
、

美
学
者
で
あ
り
、
俳
人
で
あ
る
四
明
の
、
時
代
の
俳
論
書
で
も
あ
る
と
い
え
る
。

○
四
明
解
説

対
象
に
二
種
あ
り
、
一
は
即
ち
物
体
に
し
て
、
一
は
即
ち
現
象
な
り
。
例

え
ば
月
雪
花
の
如
く
、
実
体
を
有
し
て
応
分
の
空
間
を
占
む
る
も
の
、
是

即
ち
物
体
に
し
て
、
現
象
は
こ
れ
に
反
し
、
花
の
開
落
、
月
の
盈
欠
、
雪

の
解
け
て
流
る
ゝ
が
如
く
、
総
て
物
体
形
象
の
変
化
、
動
静
を
謂
ひ
、
其

の
間
に
応
分
の
時
間
を
消
磨
せ
さ
る
は
な
し
。

　

四
明
は
対
象
と
す
る
季
題
に
は
二
種
類
が
あ
り
、
一
は
物
体
で
あ
り
、
一
は

現
象
で
あ
る
、
と
い
う
。
例
え
ば
月
、
雪
、
花
の
よ
う
に
実
態
を
も
ち
、
そ
の

分
量
に
応
じ
て
一
定
の
空
間
を
占
め
る
も
の
、
こ
れ
が
物
体
で
あ
る
、
と
し
、

こ
れ
に
対
し
て
、
花
の
開
落
、
月
の
盈
ち
欠
け
、
雪
の
解
け
て
流
れ
る
よ
う
に
、

総
て
物
体
の
形
象
の
変
化
、
動
静
を
言
い
、
そ
の
間
に
応
分
の
時
間
を
必
要
と

す
る
も
の
が
現
象
で
あ
る
、
と
解
説
す
る
。

こ
の
季
題
論
を
踏
ま
え
て
、
ま
ず
「
主
観
・
客
観
」
の
主
観
の
解
説
に
芭
蕉
の

句
を
と
り
あ
げ
る
の
で
あ
る
が
、
最
初
に
主
観
客
観
の
定
義
を
述
べ
て
い
る
。

○
四
明
解
説

叙
景
の
句
は
客
観
に
し
て
、
人
情
の
句
は
主
観
な
り
。
主
観
と
は
要
す
る

に
「
我
」
の
こ
と
に
し
て
、
我
が
心
の
世
界
を
指
し
、
客
観
と
は
、
外
、

庶
物
の
世
界
を
指
す
。

　
　
　
　

朝
顔
に
我
は
飯
食
ふ
男
な
り　

芭
蕉
（
俳
諧
美
学
）

　
　
　
　
　
　

�

あ
さ
が
ほ
に
我
は
食
く
ふ
お
と
こ
哉

�

（
虚
栗
・
俳
諧
吐
綬
雞
・
泊
船
集
・
去
来
抄
）

　

四
明
は
先
ず
、「
風
景
を
描
写
す
る
叙
景
の
句
は
客
観
で
あ
り
、
心
を
表
現

す
る
人
情
の
句
は
主
観
で
あ
る
。
主
観
と
は
要
す
る
に
「
我
」
の
こ
と
で
、
心

の
世
界
を
指
し
、
客
観
と
は
外
の
庶
物
の
世
界
を
指
し
て
い
る
」
と
定
義
し
、

主
観
の
解
説
に
「
朝
顔
の
句
」
を
引
用
す
る
。
こ
の
句
の
句
解
を
前
掲
『
松
尾

芭
蕉
集
①
』
お
よ
び
②
と
し
て
近
刊
の
『
新
芭
蕉
俳
句
大
成
』
を
参
照
す
る
。

（
句�

解
）
①
「
其
角
よ
、
私
は
あ
な
た
と
違
い
、
む
し
ろ
早
寝
早
起
き
し

て
、
朝
顔
に
対
し
て
閑
か
に
飯
を
食
う
よ
う
な
男
で
す
」
季
題
「
あ

さ
が
ほ
」
秋�

（『
松
尾
芭
蕉
集
』）

（
句�

解
）
②
其
角
は
「「
蓼
食
う
虫
」
の
諺
が
あ
る
よ
う
に
、
私
は
草
庵
に

住
み
、
夜
歩
き
回
る
蛍
の
よ
う
な
脱
俗
的
人
間
で
あ
る
よ
」
と
言
っ

て
い
る
が
、
私
は
夜
は
寝
て
、
朝
は
早
起
き
し
て
朝
顔
を
見
な
が
ら

飯
を
食
う
、
そ
う
い
う
平
々
凡
々
と
し
た
男
で
あ
る
よ
、
の
意
。

�

（『
新
芭
蕉
俳
句
大
成
』・
中
森
康
之
）

　

こ
の
句
は
、
前
書
き
に
よ
っ
て
、
俳
人
気
取
り
で
反
俗
的
な
弟
子
の
其
角
が
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諺
の
「
蓼
食
う
虫
も
好
き
ず
き
」
に
似
た
「
草
の
戸
に
我
は
蓼
く
ふ
螢
か
な
」

（
虚
栗
）
の
句
に
対
し
て
、
芭
蕉
が
唱
和
し
た
句
と
さ
れ
る
。「
我
」
は
主
観
の

こ
と
な
の
で
、
芭
蕉
が
「
私
は
早
起
き
し
て
朝
顔
を
見
な
が
ら
飯
を
食
う
平
凡

な
男
な
の
だ
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
主
観
の
句
と
し
て
適
切
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
た
と
え
前
書
き
が
な
く
と
も
、
芭
蕉
が
自
ら
の
生
活
信
条
を
吐
露
し
た
句

と
し
て
読
め
ば
、
芭
蕉
の
思
い
は
伝
わ
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
子
規
の
見
解
は
次
の
様
で
あ
る
。

　

☆�

子
規
見
解　

①
「
芭
蕉
雑
談
」（『
増
補
再
販
獺
祭
書
屋
俳
話
』
明
治
二
八

年
（
一
八
九
五
年
九
月
）　　
　
　
　
　

「
各
句
批
評
」
の
最
後
に
こ
の
「
朝
顔
の
句
」
を
含
む
一
三
句
を
挙
げ
、

「
拙
と
や
い
は
ん
無
風
流
と
や
い
は
ん
。
芭
蕉
に
し
て
こ
れ
ら
の
句
を
作

り
し
か
と
思
ふ
だ
に
受
け
取
り
難
き
ほ
ど
な
り
」
と
批
判
し
て
い
る
。

　

☆�

子
規
見
解　

②
「
俳
諧
大
要
」（『
日
本
』
明
治
二
八
年
一
〇
月
二
四
日
）

意
匠
に
主
観
的
あ
り
、
客
観
的
あ
り
、
主
観
的
と
は
心
中
の
状
況
を
詠
じ
、

客
観
的
と
は
心
象
に
写
り
来
た
り
し
客
観
的
事
物
を
そ
の
ま
ま
に
詠
ず
る

な
り
。

子
規
の
見
解
①
は
、
こ
の
句
を
其
角
と
芭
蕉
と
の
問
答
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら

ず
、
平
凡
な
句
と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
子
規
見
解
②
は
四
明
の
解
説
に
近
い
。

「
朝
顔
の
句
」
に
対
し
て
は
子
規
と
四
明
の
解
釈
に
相
異
が
あ
る
が
、
主
観
・

客
観
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
同
様
に
理
解
し
て
い
る
。

例
２
（
第
一
章
）
誘
引
→
「
理
想
」

○
四
明
解
説

理
想
と
は
空
想
の
作
用
に
よ
り
心
匠
を
施
し
、
一
段
浄
化
し
た
る
観
念
に

過
ぎ
ざ
れ
ど
も
、
元
来
理
想
の
字
義
た
る
や
、
自
然
に
実
在
す
る
庶
物
各

種
類
の
根
本
原
形
の
意
味
な
り
。
故
に
理
想
は
、
唯
だ
空
想
に
在
り
て
実

在
せ
ず
。
之
に
反
し
て
現
実
に
実
在
し
て
、
個
体
特
殊
の
美
を
な
す
も
の
、

こ
れ
を
性
格
と
い
ふ
。
故
に
理
想
美
は
猶
ほ
神
の
如
く
、
性
格
美
は
、
人

の
如
き
な
り
。

　
　
　
　

尚
ほ
見
た
し
花
に
明
け
ゆ
く
神
の
顔　
　
『
俳
諧
美
学
』

　
　
　
　
　
　

猶
み
た
し
花
に
明
行
く
神
の
顔

�

（
笈
の
小
文
・「
猿
蓑
」・
真
蹟
懐
紙
）

　

四
明
は
理
想
と
は
、
眼
に
は
見
え
な
い
が
空
想
の
作
用
に
よ
っ
て
心
の
な
か

で
工
夫
を
施
し
、
一
段
と
浄
化
さ
れ
た
観
念
に
す
ぎ
な
い
、
元
来
理
想
と
い
う

文
字
の
意
味
は
自
然
に
実
在
す
る
い
ろ
い
ろ
な
物
の
、
根
底
を
貫
く
思
想
の
意

味
で
あ
る
、
と
い
う
。
故
に
理
想
と
は
た
だ
人
の
心
の
空
想
の
中
に
あ
り
、
眼

に
見
え
て
は
実
在
し
な
い
。
一
方
現
実
に
実
在
し
て
そ
の
個
体
特
殊
の
美
を
表

し
て
い
る
物
を
性
格
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
理
想
美
は
神
の
ご
と
く
、
性
格
美

は
人
の
ご
と
く
で
あ
る
、
と
す
る
。　

（
句�

解
）
①　

東
の
山
際
よ
り
春
の
燭
光
が
さ
し
始
め
、
霞
む
山
々
、
絢
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爛
と
咲
き
誇
る
花
々
が
し
だ
い
に
姿
を
現
し
始
め
た
（
略
）
心
な
い

仕
打
ち
か
も
知
れ
な
い
が
（
神
が
）
隠
れ
る
前
に
是
非
と
も
一
目
、

神
の
顔
を
拝
し
た
い
も
の
だ
。�

（『
松
尾
芭
蕉
集
』）

（
句�
解
）
②
麓
か
ら
眺
め
る
葛
城
山
の
花
の
曙
の
様
子
は
、
何
と
も
美
し

い
。
春
の
曙
の
山
腹
の
桜
花
を
見
る
限
り
、
神
の
顔
が
醜
か
っ
た
と

は
信
じ
が
た
く
、
そ
の
顔
を
一
層
見
て
み
た
い
も
の
だ
、
の
意
、

�
(

『
新
芭
蕉
俳
句
大
成
』・
寺
島
徹)

　

四
明
は
能
、
狂
言
な
ど
の
古
典
芸
能
に
詳
し
い
の
で
（
子
供
の
た
め
の
狂
言

台
本
も
書
い
て
い
る
）、
能
の
演
目
で
あ
る
「
葛
城
」
の
「
一ひ

と

言こ
と

主ぬ
し
の

神か
み

」
は
知

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
京
都
在
住
で
も
あ
る
の
で
、
近
隣
に
伝
わ
る
伝

説
と
し
て
も
（「
今
昔
物
語
」）、「
一
言
主
神
」
が
醜
い
顔
を
恥
じ
て
夜
し
か
活

動
し
な
い
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
満
開
の
桜
に
さ
し
始
め
た
曙
の
光
、

そ
の
美
し
さ
は
ど
う
見
て
も
神
の
仕
業
と
し
か
思
え
な
い
。
人
智
の
及
ば
な
い

天
然
自
然
の
絢
爛
に
、
芭
蕉
が
願
っ
た
、
一
言
主
神
に
逢
い
た
い
、
な
ぜ
な
ら

き
っ
と
造
化
の
神
で
も
あ
ろ
う
か
ら
、
と
い
う
心
を
持
っ
て
理
想
美
を
神
に
準

え
て
い
る
。

　

☆
子
規
見
解　

①
（「
芭
蕉
雑
談
」）

「
各
種
の
佳
句
」
に
、
こ
の
句
を
含
む
十
句
を
「
滑
稽
な
る
も
の
」
に
挙

げ
て
分
類
し
て
い
る
。

　

☆
子
規
見
解　

②
（「
病
牀
六
尺
・
八
十
九
」
明
治
三
五
年
八
月
九
日
）

「
い
ろ
／
＼
に
工
夫
し
て
少
し
く
す
ん
だ
赤
と
か
、
す
こ
し
黄
色
味
を
帯

び
た
赤
と
か
い
ふ
も
の
を
出
す
の
が
写
生
の
一
つ
の
楽
し
み
で
あ
る
。
神

様
が
草
花
を
染
め
る
と
き
も
矢
張
り
こ
ん
な
に
工
夫
し
て
楽
し
ん
で
居
る

の
で
あ
ろ
う
か
。」

　

満
開
の
櫻
に
差
し
始
め
た
目
映
い
ば
か
り
の
曙
の
光
、
そ
れ
こ
そ
造
化
の
神

の
仕
業
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
言
主
の
神
に
逢
い
た
い
芭
蕉
と
、
不
自
由
な
体
で

造
化
の
神
を
思
い
な
が
ら
熱
心
に
一
枝
の
絵
を
書
く
子
規
と
は
、
目
に
見
え
な

い
「
理
想
」
を
思
う
こ
と
で
一
致
し
て
い
る
。

例
３
（
第
一
章
）
誘
引
→
「
性
格
」（
現
実
）

　

前
掲
「
理
想
美
」
に
対
す
る
「
性
格
美
」(

現
実)

で
あ
る
。
理
想
と
は
人
の

心
の
中
に
あ
る
の
で
現
実
に
見
え
て
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
現
実
に

実
在
し
個
体
特
殊
の
美
を
表
し
て
い
る
も
の
、
こ
れ
を
性
格
（
現
実
）
と
い
う
。

　
　
　

義
朝
の
心
に
似
た
り
秋
の
風　
　
　
　
　
『
俳
諧
美
学
』

　
　
　
　

義
朝
の
心
に
似
た
り
秋
の
風　
　
　
　
　
（
野
ざ
ら
し
紀
行
）

　

（
句�

解
）
①
家
臣
の
手
に
か
か
っ
て
非
業
の
最
期
を
と
げ
た
義
朝
の
心
中

も
悲
壮
索
漠
、
ど
こ
や
ら
こ
の
蕭し

ょ
う

殺さ
つ

た
る
秋
風
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ

る
。�

（『
松
尾
芭
蕉
集
』）

（
句�

解
）
②
美
濃
の
常
磐
の
塚
に
は
秋
風
が
吹
い
て
い
る
が
、
思
え
ば
父

を
殺
し
、
同
族
を
死
な
せ
、
敗
走
し
、
つ
い
に
は
家
臣
の
手
に
か
か

っ
て
非
業
の
最
期
を
と
げ
た
義
朝
の
心
に
も
似
た
蕭
条
と
し
た
秋
風
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が
吹
く
こ
と
だ
、
の
意
。�

（『
新
芭
蕉
俳
句
大
成
』・
東
聖
子
）

　

今
、
現
実
に
実
在
し
、
個
体
特
殊
の
姿
を
表
し
て
い
る
も
の
は
、
目
の
前
の

木
々
を
震
わ
せ
て
、
草
木
も
枯
ら
す
ば
か
り
に
吹
き
付
け
る
秋
の
風
で
あ
る
。

そ
の
殺
伐
と
し
た
秋
の
風
は
、
戦
乱
の
世
に
親
を
殺
し
、
家
臣
に
裏
切
ら
れ
て

非
業
の
死
を
遂
げ
た
義
朝
の
、
現
実
に
生
き
る
厳
し
い
姿
を
思
わ
せ
る
。

　

☆
子
規
見
解　

①
「
芭
蕉
雑
談
」

「
そ
の
実
景
実
情
を
あ
り
の
ま
ま
に
言
い
放
し
て
な
ほ
幾
多
の
趣
味
を
含

む
も
の
」
と
す
る
二
二
句
の
中
の
一
句
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

義
朝
の
殺
伐
た
る
現
実
の
心
情
を
、
目
の
前
の
厳
し
い
秋
の
風
に
擬
え
て
い
る

四
明
に
対
し
、
子
規
は
「
実
景
実
情
を
あ
り
の
ま
ま
に
言
い
放
し
て
な
ほ
幾
多

の
趣
味
を
含
む
」
と
し
、
四
明
と
は
乖
離
し
て
い
る
。

例
４
（
第
二
章
）　

五
官
→
「
聴
覚
」

○
四
明
解
説

美
学
に
於
い
て
は
視
聴
二
覚
を
高
級
官
能
と
し
、
他
の
味
覚
、
嗅
覚
、
触

覚
の
三
官
を
低
級
官
能
と
す
。
何
が
故
に
斯
る
区
域
を
立
る
に
や
。

四
明
自
身
が
こ
の
、
高
級
官
能
と
低
級
官
能
の
区
分
け
に
驚
い
て
い
る
が
、
当

時
の
人
々
に
と
っ
て
も
新
し
い
価
値
観
を
知
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

○
四
明
解
説

人
の
声
の
中
に
は
、
喜
怒
哀
楽
の
色
あ
る
が
ご
と
く
、
物
よ
り
発
す
る
声

を
聴
く
時
は
、
自
ら
其
の
物
の
内
部
の
状
態
ま
で
も
、
我
に
告
ぐ
る
が
如

き
心
地
し
、
其
の
物
の
何
た
る
形
は
、
外
、
眼
に
対
す
る
対
象
に
過
ぎ
ざ

れ
ど
も
、
声
は
直
ち
に
内
に
感
覚
に
入
り
、
神
経
を
経
て
、
心
の
奥
深
き

處
ま
で
達
す
る
の
思
ひ
あ
る
べ
し
。
是
を
以
て
聴
覚
は
、
其
の
感
覚
の
非

常
に
強
く
し
て
刺
激
あ
る
こ
と
、
低
級
官
能
に
似
た
る
も
の
あ
れ
ど
も
、

他
の
一
面
に
於
い
て
、
理
想
的
の
至
て
高
尚
な
る
意
味
を
有
し
、
色
と
形

と
が
、
外
、
眼
の
対
象
と
な
り
て
客
観
的
美
を
な
す
場
合
多
き
に
反
し
、

音
声
は
直
ち
に
内
に
入
り
て
主
観
的
の
情
趣
を
得
し
む
る
場
合
少
な
か
ら

ず
。
例
え
ば

　
　
　
　
　
　

古
池
や
蛙
飛
込
む
水
の
音　
　
　
　
『
俳
諧
美
学
』

　
　
　
　
　
　
　
　

古
池
や
蛙
飛
こ
む
水
の
お
と　
　
（
蛙か

わ
ず

合あ
わ
せ

）

の
句
を
以
て
幽
玄
な
り
と
云
ふ
も
、
畢
竟
此
の
音
の
一
字
よ
り
来
る
感
じ

な
り
と
す
る
も
不
可
な
り
。
他
の
聴
覚
に
関
す
る
句
に
も
、
幽
玄
な
る
趣

を
な
せ
る
も
の
ゝ
少
な
か
ら
ざ
る
は
、
皆
斯
る
理
由
の
あ
る
を
知
る
に
足

る
。

　

人
の
声
の
中
に
は
喜
怒
哀
楽
の
色
あ
る
が
如
く
、
と
詩
的
な
フ
レ
ー
ズ
で
解

説
を
始
め
「
そ
の
声
の
状
態
ま
で
も
、
自
分
に
告
げ
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
が

す
る
」
と
い
う
。
そ
し
て
物
の
形
は
眼
の
対
象
に
過
ぎ
な
い
が
、
声
は
直
ち
に

内
部
の
感
覚
に
入
り
、
心
の
深
い
と
こ
ろ
ま
で
達
す
る
。
従
っ
て
聴
覚
は
非
常

に
強
く
刺
激
的
で
あ
る
点
に
於
い
て
、
他
の
低
級
官
能
す
な
わ
ち
、
味
覚
、
嗅

覚
、
触
覚
、
に
似
て
い
る
が
他
の
一
面
で
は
、
理
想
的
で
高
尚
な
意
味
を
持
ち
、

視
覚
の
客
観
的
美
に
反
し
、
主
観
的
な
情
趣
を
得
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。「
古

池
や
蛙
飛
込
む
水
の
音
」
の
句
を
幽
玄
な
り
、
と
言
う
の
も
、
此
の
「
音
」
の
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一
字
よ
り
く
る
感
じ
と
す
る
の
も
否
定
は
出
来
ず
、
他
の
聴
覚
に
関
す
る
句
に

も
、
幽
玄
の
趣
き
を
表
す
も
の
の
少
な
く
な
い
の
は
、
皆
聴
覚
の
こ
の
よ
う
な

理
由
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
句�
解
）
①
幾
時
代
か
の
夢
の
跡
を
と
ど
め
、
古
池
が
深
閑
と
静
ま
り
か

え
っ
て
い
る
。
蛙
鳴
も
聞
こ
え
そ
う
な
晩
春
の
一
日
、
そ
の
蛙
鳴
は

な
く
て
、
た
だ
一
匹
、
蛙
が
ぴ
ょ
ん
と
飛
び
込
む
水
音
だ
け
が
聞
こ

え
て
き
た
。�

(

『
松
尾
芭
蕉
集
』)

（
句�

解
）
②
春
日
遅
々
と
し
た
春
の
日
の
昼
下
が
り
、
水
の
淀
ん
だ
古
池

は
静
ま
り
返
っ
て
い
る
。
と
、
一
瞬
ポ
チ
ャ
ッ
と
い
う
蛙
の
水
に
飛

び
込
ん
だ
音
が
し
た
が
、
あ
と
は
再
び
も
と
の
静
寂
に
戻
っ
た
、
の

意
。�

(
『
新
芭
蕉
俳
句
大
成
』・
堀
切
実)

　

聴
覚
の
解
説
に
引
用
さ
れ
た
「
古
池
～
」
の
句
は
、
四
明
に
と
っ
て
「
音
」

の
一
字
か
ら
く
る
幽
玄
を
感
じ
取
る
句
、
と
い
う
解
釈
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
子
規
は
、
年
代
と
俳
句
の
経
験
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
解
釈
が
変
化
す
る
が
、

「
俳
諧
大
要
」（
明
治
二
八
年
）
と
「
古
池
の
句
の
辨
」(
明
治
三
一
年)

で
は
そ

れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
語
る
。

　

☆�

子
規
見
解　

①
「
俳
諧
大
要
」・
第
五　

修
学
第
一
期
」（「
日
本
」・
明
治

二
十
八
年
十
一
月
十
一
日
）

初
学
の
人
俳
句
を
解
す
る
に
作
者
の
理
想
を
探
ら
ん
と
す
る
者
多
し
然
れ

ど
も
俳
句
は
理
想
的
の
者マ

マ

極
め
て
稀
に
事
物
を
あ
り
の
儘
に
詠
み
た
る
者

最
も
多
し
而
し
て
趣
味
は
却
て
後
者
に
多
く
存
す
例
え
ば

　
　
　
　
　
　

古
池
や
蛙
飛
び
こ
む
水
の
音　
　
　
　
　
　

芭
蕉

と
い
ふ
句
を
見
て
作
者
の
理
想
は
閑
寂
を
現
は
す
に
あ
ら
ん
か
、
禅
学
上

悟
道
の
句
な
ら
ん
か
、
或
は
其
他
何
処
に
か
あ
ら
ん
な
ど
ゝ
穿
鑿
す
る
人

あ
れ
ど
も
そ
れ
は
只
だ
其
儘
の
理
想
も
何
も
無
き
句
と
見
る
べ
し
古
池
に

蛙
が
飛
び
こ
ん
で
キ
ャ
プ
ン
と
音
の
し
た
の
を
聞
き
て
芭
蕉
が
し
か
く
詠

み
し
も
の
な
り

　

☆�

子
規
見
解　

②
「
古
池
の
句
の
辨
」（「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
二
巻
二
号
明
治
三

十
一
年
十
一
月
）

貞
享
三
年
、
芭
蕉
は
未
曾
有
の
一
句
を
得
た
り
。

　
　
　

古
池
や
蛙
飛
び
込
む
水
の
音

こ
れ
な
り
。
こ
の
際
芭
蕉
は
自
ら
俳
諧
の
上
に
大
悟
せ
り
と
感
じ
た
る
が

ご
と
し
。
今
迄
は
い
か
め
し
き
事
を
い
ひ
、
珍
し
き
こ
と
を
工
夫
し
て
後

に
始
め
て
佳
句
を
得
べ
し
と
思
ひ
た
る
も
の
も
、
今
は
日
常
平
凡
の
こ
と

が
直
ち
に
句
と
な
る
こ
と
を
発
明
せ
り
。（
略
）
芭
蕉
は
終
に
自
然
の
妙

を
悟
り
て
工
夫
の
卑
し
き
を
斥
け
た
る
な
り
。

　
「
古
池
の
句
」
を
四
明
は
五
感
の
中
の
「
聴
覚
」
の
働
き
で
鑑
賞
し
、「
音
」

に
注
目
し
て
幽
玄
の
感
情
に
辿
り
つ
い
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
子
規
が
「
あ
り
の
ま
ま
」
を
主
張
し
、
た
し
か
に
「
キ
ャ
プ
ン
」

と
飛
び
こ
む
音
は
聞
い
た
が
、
そ
れ
を
五
感
の
中
の
「
視
覚
」
の
イ
メ
ー
ジ
で

鑑
賞
し
、
蛙
が
古
池
に
飛
び
こ
ん
だ
、
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
を
芭
蕉
が
詠
ん

だ
に
過
ぎ
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
「
古
池
」
の
子
規
評
で
繰
り
返
さ
れ

る
「
あ
り
の
ま
ま
」
こ
そ
、
子
規
の
俳
句
革
新
の
柱
で
あ
る
、「
写
生
」
と
密
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接
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

子
規
は
「
古
池
」
の
句
に
拘
り
続
け
る
中
で
、「
あ
り
の
ま
ま
・
そ
の
ま
ま
」

→
「
自
然
の
妙
」
→
「
写
生
」
と
い
う
俳
句
革
新
の
糸
口
を
発
見
し
た
の
で
あ

る
。「
古
池
の
句
の
辨
」
に
あ
る
、「
芭
蕉
は
終
に
自
然
の
妙
を
悟
り
て
工
夫
の

卑
し
き
を
斥
け
た
る
な
り
」
は
、
芭
蕉
を
借
り
て
「
古
池
」
の
句
ば
か
り
で
は

な
い
子
規
自
身
の
俳
句
創
作
の
あ
る
到
達
点
を
述
べ
て
い
よ
う
。「
あ
り
の
ま

ま
」
と
は
、
少
な
く
と
も
巷
間
に
伝
わ
る
「
俳
句
は
ひ
ね
る
」
か
ら
の
一
大
転

換
で
あ
る
。
ま
た
「
工
夫
の
卑
し
き
を
斥
け
る
」
に
よ
っ
て
、
旧
派
を
否
定
し
、

嘗
て
子
規
自
ら
が
「
文
学
で
あ
る
俳
句
」
の
視
点
か
ら
稚
拙
と
否
定
し
た
「
八

ッ
さ
ん
、
熊
さ
ん
」
を
も
、
取
り
込
み
育
て
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

ど
ん
な
改
革
も
成
功
の
鍵
は
、
理
念
と
賛
同
の
数
が
物
を
言
う
。
子
規
は
現

代
の
言
葉
で
言
う
な
ら
マ
ー
ケ
テ
イ
ン
グ
能
力
に
長
け
て
い
た
と
思
う
。
そ
し

て
実
に
そ
の
部
分
、
つ
ま
り
子
規
俳
句
の
、
発
展
、
継
続
に
力
を
尽
く
し
た
の

が
四
明
で
あ
っ
た
。
子
規
の
俳
句
革
新
は
、
日
本
派
の
結
社
が
全
国
に
波
及
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
成
功
す
る
。
勿
論
そ
の
背
後
に
は
新
聞
『
日
本
』、『
小
日

本
』、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
と
い
う
、
新
し
い
伝
達
媒
体
の
力
が
大
き
い
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
写
生
を
以
て
俳
句
革
新
に
邁
進
し
、
多

く
の
読
者
、
支
持
者
を
得
て
成
功
し
た
か
に
見
え
て
い
た
子
規
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
死
の
三
ヶ
月
前
、
明
治
三
五
年
六
月
二
六
日
の
「
病
牀
六
尺
」
で
、
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

写
生
と
い
ふ
事
は
、
畫
を
書
く
に
も
、
記
事
文
を
書
く
上
に
も
極
め
て

必
要
な
も
の
で
、
此
の
手
段
に
よ
ら
な
く
て
は
畫
も
記
事
文
も
全
く
出
来

な
い
と
い
ふ
て
も
よ
い
位
で
あ
る
。
こ
れ
は
早
く
よ
り
西
洋
で
は
、
用
い

ら
れ
て
居
つ
た
手
段
で
あ
る
が
、
し
か
し
昔
の
写
生
は
不
完
全
な
写
生
で

あ
つ
た
為
に
、
此
の
頃
は
更
に
進
歩
し
て
一
層
精
密
な
手
段
を
と
る
や
う

に
な
つ
て
居
る
。
然
る
に
日
本
で
は
昔
か
ら
写
生
と
い
ふ
事
を
お
ろ
そ
か

に
見
て
居
つ
た
為
に
、
畫
の
発
達
を
妨
げ
、
又
文
章
も
歌
も
総
て
の
事
が

皆
発
達
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
習
慣
と
な
っ
て
今
日
で
も
ま
だ
、

写
生
の
味
を
知
ら
な
い
人
が
十
中
八
九
で
あ
る
。

　
「
写
生
の
味
を
知
ら
な
い
人
が
十
中
八
九
で
あ
る
」、
こ
こ
に
は
子
規
に
と
っ

て
、
写
生
は
未
だ
自
分
の
思
う
よ
う
に
は
人
々
に
理
解
さ
れ
て
は
い
な
い
、
と

言
う
子
規
の
切
実
な
思
い
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

子
規
の
遺
言
の
様
な
こ
の
言
葉
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の

一
つ
が
こ
の
「
古
池
の
句
の
辨
」
に
あ
る
「
工
夫
の
卑
し
き
を
斥
け
る
」
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
工
夫
す
る
こ
と
が
卑
し
い
か
ら
「
あ
り
の
ま
ま
」

が
良
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
卑
し
い
工
夫
を
斥
け
る
」
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。

　

西
洋
の
美
学
の
「
五
官
」、
そ
の
中
の
「
聴
覚
」
を
解
説
し
よ
う
と
す
る
と

き
、
も
っ
と
も
相
応
し
い
も
の
と
し
て
四
明
は
、
日
本
人
な
ら
誰
で
も
知
っ
て

い
る
、
芭
蕉
の
「
古
池
の
句
」
を
選
ん
だ
。
こ
れ
は
当
時
の
欧
化
主
義
、
西
洋

崇
拝
の
社
会
に
一
石
を
投
じ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
卑
し

い
工
夫
を
斥
け
る
」
と
い
う
本
質
的
な
問
題
と
同
時
に
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
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人
は
皆
同
じ
「
五
官
」(

こ
の
場
合
は
聴
覚)

を
使
っ
て
生
き
て
い
る
。
誰
も
が

五
官
に
依
拠
し
、
心
で
さ
ま
ざ
ま
に
感
動
し
、
そ
れ
を
根
源
と
し
て
創
作
す
る
、

美
の
表
現
の
過
程
に
変
わ
り
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
四
明
は
俳
句
の
一
七
文

字
の
力
を
借
り
て
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

例
５
（
第
三
章
）　

形
式
の
美
→
「
節
調
」

○
四
明
解
説

節
調
は
節
奏
と
も
い
う
。
物
の
排
列
に
は
二
種
類
の
別
あ
り
。
則
ち
空
間

に
於
け
る
排
列
其
の
一
に
し
て
、
時
間
に
於
け
る
排
列
其
の
二
な
り
。
節

奏
的
排
列
は
絵
画
に
も
大
切
に
て
、
人
物
に
ま
れ
、
樹
石
に
も
ま
れ
、
同

じ
き
物
を
多
く
描
く
場
合
に
は
、
必
ず
こ
の
排
列
の
布
置
を
取
ら
ざ
れ
ば

画
面
の
體
宜
し
き
を
得
ず
。
前
に
説
き
た
る
十
二
弟
子
聖
餐
図
の
如
き
は
、

実
に
こ
の
節
奏
的
排
列
た
り
。

　
　
　
　
　

草
い
ろ
／
＼
お
の
／
＼
花
の
手
柄
か
な　
　
『
俳
諧
美
学
』

　
　
　
　
　
　
　

草
い
ろ
／
＼
お
の
／
＼
花
の
手
柄
か
な　
　
　
（
笈
日
記
）

（
句�

解
）
①
「
改
め
て
よ
く
観
察
し
て
見
る
と
、
草
に
も
い
ろ
い
ろ
な
種

類
が
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
見
ど
こ
ろ
の
あ
る
花
を
咲
か
せ
、
妍

を
競
っ
て
い
る
」
季
題
（
草
の
花
）
秋
。�

（『
松
尾
芭
蕉
集
』

（
句�

解
）
②
よ
く
見
る
と
、
秋
の
野
の
千
草
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
的
な

美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
、
そ
の
手
柄
を
競
っ
て
い
る
よ
、
の
意
。

�

（『
新
芭
蕉
俳
句
大
成
』
堀
切
実
）

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
「
排
列
の
布
置
」
の
重
要
さ
を
述
べ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
子
規
の
俳
句
革
新
で
は
「
結
構
布
置
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
布
置
、
排
列
の
重
要
さ
を
、
ダ
ビ
ン
チ
の
「
十
二
弟
子
聖
餐
図
」
の
、
並

び
で
解
説
す
る
の
は
、
当
時
の
俳
人
を
覚
醒
さ
せ
た
か
も
知
れ
な
い
。
引
用
芭

蕉
句
は
、
天
然
自
然
の
草
花
の
配
置
の
中
で
、
花
は
咲
く
べ
き
時
、
所
を
得
て

咲
い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
解
い
て
い
る
。

　

☆
子
規
見
解
（「
俳
人
蕪
村
」・
人
事
的
美
）

蓋
し
俳
句
は
短
く
し
て
時
間
を
容
る
ゝ
能
は
ざ
る
な
り
、
故
に
人
事
を
詠

せ
ん
と
欲
す
る
場
合
に
も
、
猶
人
事
の
特
色
と
す
べ
き
時
間
を
写
さ
ず
し

て
空
間
を
写
す
は
、
俳
諧
の
性
質
の
然
ら
し
む
る
に
因
る
。

子
規
見
解
の
、
俳
句
は
短
い
の
で
人
事
を
詠
む
と
き
も
時
間
を
写
さ
ず
、
目
に

見
え
る
空
間
を
写
す
、
と
い
う
解
説
は
写
生
説
に
説
得
力
を
与
え
て
い
る
。

例
６
（
第
四
章
）　

本
體
の
美
→
「
理
想
を
得
る
範
囲
」

○
四
明
解
説

彼
の
プ
ラ
ト
オ
が
、
理
想
は
色
も
な
く
、
時
も
な
く
、
又
體
も
な
き
形
式

な
り
と
謂
ひ
た
る
が
如
く
殆
ど
補
捉
し
難
か
る
べ
し
。
例
え
ば
単
に
人
と

い
う
理
想
の
如
き
は
殆
ど
不
可
能
と
す
。
何
と
な
れ
ば
、
人
に
は
男
女
あ

り
、
人
種
あ
り
、
日
本
人
は
則
ち
黄
色
人
を
も
っ
て
理
想
の
人
と
す
べ
く
、



小自在庵四明著『俳諧美学』の考察　

─ 137 ─

欧
羅
巴
人
は
、
白
皙
種
の
人
を
以
て
理
想
と
す
べ
く
、
到
底
全
体
を
通
じ

円
満
な
る
理
想
は
得
難
け
れ
ば
な
り
。

　
　
　

草
木
に
至
る
も
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
定
ま
り
た
る
姿
あ
り
、
枝
ぶ
り
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

樫
の
木
の
花
に
か
ま
は
ぬ
姿
か
な　
　
　
『
俳
諧
美
学
』

　
　
　
　
　
　
　

樫
の
木
の
花
に
か
ま
は
ぬ
姿
か
な

�

野
ざ
ら
し
紀
行
（
俳
諧
吐
綬
雞
）

（
句�

解
）
①　

春
の
こ
と
と
て
、
百
花
は
妍
を
競
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中

で
辺
り
に
か
ま
わ
ず
高
く
黒
々
と
聳
え
る
樫
の
木
は
、
艶
な
る
花
よ

り
か
え
っ
て
風
趣
に
富
む
枝
ぶ
り
で
あ
る
。
季
題
（
花
）
春
。

�
（『
松
尾
芭
蕉
集
』）

（
句�

解
）
②　

花
に
は
一
向
に
構
わ
ぬ
か
の
よ
う
に
、
樫
の
木
が
ひ
と
り

超
然
と
立
っ
て
い
る
こ
と
だ
、
の
意
。

�

（『
新
芭
蕉
俳
句
大
成
』・
永
田
英
理
）

　

虚
飾
も
な
く
超
然
と
し
た
樫
の
木
に
、
山
荘
主
人
の
「
秋
風
」(

俳
号)
の
人

柄
を
重
ね
て
、
挨
拶
と
し
た
句
。「
人
々
が
ほ
め
そ
や
す
花
で
は
な
く
、
目
立

た
な
い
樹
木
に
視
線
を
注
い
だ
点
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
こ
の
「
野
ざ
ら
し

紀
行
」
を
貫
く
一
つ
の
大
き
な
特
色
と
も
な
っ
て
い
る
」（『
松
尾
芭
蕉
集
』）。

華
や
か
な
周
囲
の
花
を
気
に
も
留
め
ず
、
高
く
聳
え
る
樫
の
木
は
、
そ
の
本
体

の
理
想
の
美
を
表
現
し
て
、

不
動
の
姿
で
立
ち
尽
く
し
て
い
る
。

例
７
（
第
五
章
）　

交
感
の
美
→
「
連
想
」

○
四
明
解
説

連
想
は
則
ち
交
感
作
用
の
一
歩
進
み
た
る
も
の
に
し
て
、
一
物
よ
り
他
の

一
物
を
想
い
起
こ
し
、
そ
の
一
物
が
又
他
の
一
物
に
衝
突
を
与
え
、
そ
の

間
に
一
種
の
美
的
感
興
あ
ら
し
め
、
終
に
本
来
の
観
念
と
は
、
全
然
相
異

な
る
観
念
を
得
る
に
至
る
な
り
。
而
し
て
此
の
空
想
作
用
を
詩
人
的
と
謂

う
。
朧
げ
な
る
観
念
も
明
ら
か
に
な
り
、
幽
か
な
る
観
念
も
顕
れ
来
り
、

淡
き
も
、
濃
く
、
欠
け
た
る
も
全
き
を
致
す
な
り
。
蓋
し
意
識
に
顕
れ
来

る
観
念
は
、
一
と
し
て
単
独
に
分
離
し
た
る
も
の
な
く
、
必
ず
他
と
相
関

連
し
て
恰
も
鐵
鎖
の
状
を
な
し
、
斯
く
て
脳
裡
に
存
す
る
な
り
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　

さ
ま
／
＼
の
こ
と
思
ひ
出
す
櫻
か
な　
　
『
俳
諧
美
学
』

　
　
　
　
　
　
　

さ
ま
／
＼
の
事
お
も
ひ
出
す
桜
か
な　
　
（
笈
日
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

句�

解)

①　

庭
前
に
咲
き
ほ
こ
る
桜
の
花
を
見
る
に
つ
け
、
在
り
し
日
の

さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
て
、
感
慨
無
量
で
あ
る
」
季
題(

桜)

春
。

(
句�
解)

②　

桜
の
木
の
下
で
花
見
を
し
て
い
る
と
、
昔
年
の
様
々
な
思
い

出
が
蘇
っ
て
ま
い
り
ま
す
な
、
の
意
。

�

（『
新
芭
蕉
俳
句
大
成
』・
寺
島
徹
）

　

前
書
き
に
よ
れ
ば
芭
蕉
は
、
旧
主
、
藤
堂
良
忠
（
蟬
吟
）
の
遺
子
、
探
丸
子
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に
別
邸
の
花
見
に
招
か
れ
た
。
こ
の
時
探
丸
子
二
十
三
歳
。
そ
の
父
で
、
か
つ

て
芭
蕉
が
仕
え
た
蟬
吟
が
没
し
た
の
が
二
十
五
歳
、
芭
蕉
に
と
っ
て
は
そ
の
面

影
が
感
慨
深
く
偲
ば
れ
た
で
あ
ろ
う
。
現
在
で
も
こ
の
句
が
、
人
々
に
愛
唱
さ

れ
る
の
は
、
年
々
の
桜
を
見
る
度
に
、
誰
に
で
も
共
感
で
き
る
普
遍
性
が
あ
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。
交
感
の
美
の
「
連
想
」
に
相
応
し
い
一
句
で
あ
る
。

例
８
（
第
五
章
）　

交
感
の
美
→
「
空
想
の
幼
稚
」

○
四
明
解
説

不
完
全
な
る
も
の
、
則
ち
美
に
属
せ
ざ
る
も
の
に
て
も
、
皆
之
を
美
と
し

た
る
こ
と
、
猶
ほ
小
兒
の
遊
戯
に
於
け
る
に
異
な
ら
ず
、
野
蛮
の
信
仰
に

於
け
る
に
異
な
ら
ず
、
之
れ
に
満
足
し
た
る
、
の
事
実
は
、
貞
徳
派
の
俳

句
及
び
檀
林
派
の
俳
句
に
就
い
て
歴
々
た
り
。

　
　
　
　
　
　

貞
徳
派
の
一
例

　
　
　
　

世
は
広
間
天
井
を
は
る
霞
か
な　
　
　
　
　
　

重
頼

　
　
　
　

春
雨
は
柳
の
髪
の
あ
ぶ
ら
か
な　
　
　
　
　
　

休
甫

　
　
　
　
　
　

檀
林
派
の
一
例

　
　
　
　

鹿
の
角
二
た
ひ
入
歯
落
し
け
り　
　
　
　
　
　

如
流

　
　
　
　

燭
臺
や
空
を
盗
み
て
月
の
笠　
　
　
　
　
　
　

雪
抗

貞
徳
派
、
檀
林
調
の
俳
句
よ
り
進
み
て
、
芭
蕉
が
「
古
池
や
」
の
句
を
得

て
、
猿
蓑
の
新
時
代
を
開
き
し
所
以
も
知
り
や
す
く
、
猶
ほ
児
戯
を
脱
し

て
真
の
芸
術
た
る
に
至
り
た
る
観
あ
り
と
す
。

　

四
明
は
、
芭
蕉
が
貞
徳
派
、
檀
林
調
を
脱
し
て
「
古
池
や
」
の
句
を
得
て
目

覚
め
、「
猿
蓑
」
の
新
時
代
を
開
い
た
わ
け
も
、
こ
れ
ら
の
俳
句
を
見
れ
ば
、

解
る
で
あ
ろ
う
。
幼
稚
な
子
供
の
よ
う
な
俳
諧
を
脱
し
、
真
の
芸
術
に
至
る
芭

蕉
の
道
の
り
が
見
え
る
よ
う
で
あ
る
、
と
い
う
。
つ
ま
り
、
子
規
の
否
定
し
た
、

美
に
属
さ
な
い
「
言
語
の
遊
戯
に
属
す
る
も
の
」
を
具
体
的
に
選
句
し
て
見
せ

て
い
る
。
そ
し
て
子
規
が
目
指
し
た
も
の
は
、
そ
こ
か
ら
脱
し
た
芭
蕉
に
学
ぶ
、

真
の
芸
術
で
あ
る
俳
句
で
あ
っ
た
の
だ
と
四
明
は
主
張
し
て
い
る
。

　

一
方
子
規
も
前
掲
「
古
池
の
句
の
辨
」
で
、「
言
語
の
遊
戯
に
属
す
る
も
の
」

と
し
て
、「
真
ん
丸
に
出
づ
れ
ど
永
き
春
日
か
な　

宗
鑑
」、「
声
は
あ
れ
ど
見

え
ぬ
や
森
の
は
は
き
ぎ
す　

守
武
」
な
ど
の
五
句
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

四
明
も
子
規
に
呼
応
し
て
「
美
に
属
さ
な
い
句
」
を
更
に
挙
げ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

例
９
（
第
五
章
）　

交
感
の
美
→
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
美
」

○
四
明
解
説

ク
ラ
シ
ッ
ク
美
は
、
要
す
る
に
客
観
美
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

俳
句
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
趣
味
と
も
見
做
せ
る
も
の
は
、
叙
事
詩
の
よ
う
に
客

観
的
で
、
ま
た
、
彫
刻
の
本
体
と
形
式
が
均
衡
し
て
円
満
に
表
現
さ
れ
て
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い
る
よ
う
に
、
ま
た
、
絵
画
で
言
え
ば
輪
郭
が
明
瞭
で
、
そ
の
本
体
も
遺

憾
な
く
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
総
じ
て
対
象
が

明
白
で
、
子
規
の
い
わ
ゆ
る
印
象
明
瞭
な
る
も
の
と
い
え
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

道
細
し
す
ま
ふ
と
り
草
の
花
の
露
）　　
『
俳
諧
美
学
』

　
　
　
　
　
　

道
ほ
そ
し
相
撲
と
り
草
の
花
の
露　
　
　
　
（
笈
日
記
）

（
句�

解
）
①　

久
し
ぶ
り
に
義
仲
寺
の
昔
の
草
庵
に
戻
っ
て
み
る
と
、
草

む
ら
の
中
に
細
い
道
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
雑
草
の
中
に
ま
じ
っ
て

相
撲
と
り
草
が
、
地
味
な
花
を
つ
け
て
、
穂
花
に
秋
の
露
が
宿
っ
て

い
る
。
季
題
「
相
撲
と
り
草
」「
露
」
秋
。�

（『
松
尾
芭
蕉
集
』）

（
句�

解
）
②　

久
し
ぶ
り
に
草
庵
に
戻
っ
て
み
る
と
、
雑
草
で
覆
わ
れ
た

道
は
す
っ
か
り
細
く
な
り
、
よ
く
見
れ
ば
相
撲
と
り
草
が
花
を
咲
か

せ
、
露
ま
で
宿
し
て
い
た
よ
、
の
意
。

�

（『
芭
蕉
俳
句
大
成
』・
竹
下
義
人
）

　

四
明
は
こ
こ
で
、
子
規
の
俳
句
革
新
の
キ
ー
ワ
ー
ド
、「
印
象
明
瞭
」
を
あ

げ
て
い
る
。「
印
象
明
瞭
」
は
明
治
三
十
年
一
月
四
日
、
子
規
が
新
聞
『
日
本
』

に
掲
載
し
た
「
明
治
二
十
九
年
の
俳マ

マ界
」
で
碧
梧
桐
の
句
「
赤
い
椿
白
い
椿
と

落
ち
に
け
り
」
を
評
し
「
印
象
明
瞭
と
は
其
の
句
を
誦
す
る
者
を
し
て
眼
前
に

実
物
実
景
を
観
る
が
如
く
感
ぜ
せ
し
む
る
を
謂
ふ
」
が
有
名
。
四
明
は
「
印
象

明
瞭
」
を
芭
蕉
句
に
よ
っ
て
、
目
立
た
な
い
草
の
露
に
も
見
出
す
こ
と
が
出
来

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

例
10
（
第
五
章
）
交
感
の
美
→
「
不
完
全
美
及
び
ロ
ー
マ
ン
チ
ッ
ク
美
」

○
四
明
解
説

ク
ラ
シ
ッ
ク
美
に
対
し
て
、
猶
ほ
他
に
不
完
全
美
の
類
在
り
。
例
え
ば
ス

ケ
ッ
チ
の
美
に
し
て
、
眞
を
得
た
る
も
の
ゝ
如
き
是
な
り
。
蓋
し
こ
れ
、

空
想
に
余
地
を
与
え
て
補
は
し
め
、
是
が
刺
戟
に
よ
り
て
美
的
関
心
を
起

こ
さ
し
む
る
に
あ
り
。(

略)

ゲ
ー
テ
は
則
ち
こ
の
種
の
人
を
目
す
る
に
ス

ケ
ッ
チ
家
を
以
て
せ
り
。

こ
こ
で
は
四
明
が
「
ス
ケ
ッ
チ
の
美
」
を
不
完
全
美
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。
子
規
は
「
写
生
と
い
う
言
葉
は
、
画
家
の
ス
ケ
ッ
チ
よ
り
得
た
」

こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
四
明
は
、
ス
ケ
ッ
チ
つ
ま
り
写
生
は
、

た
だ
そ
れ
だ
け
で
は
作
品
の
完
成
で
は
な
く
、
空
想
に
よ
っ
て
補
う
部
分
を
残

し
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
ゲ
ー
テ
も
こ
の
点
に
つ
い
て
「
ス
ケ
ッ
チ
家
」

と
い
う
言
葉
を
以
て
、
ス
ケ
ッ
チ
則
ち
写
生
を
、
芸
術
の
不
完
全
な
も
の
と
見

て
い
た
、
と
い
う
情
報
を
知
る
と
、
子
規
が
晩
年
に
「
写
生
を
解
っ
て
い
な
い

人
が
十
中
の
八
九
で
あ
る
」
と
語
っ
た
意
味
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

○
四
明
解
説

ロ
ー
マ
ン
チ
ッ
ク
の
美
は
、
超
自
然
と
も
、
幽
玄
と
も
、
夢
幻
と
も
謂
う

べ
く
、
一
種
特
殊
な
快
感
を
与
へ
、
空
想
を
刺
戟
す
る
力
の
大
な
る
よ
り

是
を
好
む
者
多
し
。
一
歩
進
み
て
論
ず
れ
ば
、
余
情
と
云
い
、
余
韻
と
云

い
、
或
い
は
幽
玄
と
云
い
、
寂
と
云
う
の
類
、
総
て
此
の
ロ
ー
マ
ン
チ
ッ

ク
の
美
に
あ
ら
ざ
る
な
し
。
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四
明
は
ま
た
、
日
本
の
古
典
的
な
美
で
あ
る
「
余
情
」「
余
韻
」「
幽
玄
」

「
寂
」
と
は
、
す
べ
て
西
洋
の
美
で
あ
る
ロ
ー
マ
ン
チ
ッ
ク
の
美
の
中
に
含
ま

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
美
学
（
当
時
は
芸
術
の
意
）
が
心
の
表
現
で

あ
る
と
謂
う
こ
と
に
於
い
て
は
洋
の
東
西
を
問
わ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ロ

ー
マ
ン
チ
ッ
ク
美
と
、
日
本
古
来
の
美
が
「
個
人
の
空
想
」
に
よ
っ
て
、
想
像

す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
創
作
を
芸

術
と
し
て
高
め
る
と
い
う
点
で
共
通
す
る
と
し
て
い
る
。

○
四
明
解
説

要
す
る
に
ロ
ー
マ
ン
チ
ッ
ク
の
美
と
は
、
外
に
探
る
に
非
ず
し
て
内
に
求

む
る
な
り
。（
略
）
詩
に
も
歌
に
も
こ
の
情
致
を
吟
詠
せ
る
も
の
多
し
、

人
に
在
り
て
も
、
青
年
妙
齢
の
空
想
多
き
時
期
は
ロ
ー
マ
ン
チ
ッ
ク
的
と

謂
ふ
べ
く
、
成
熟
し
て
後
初
め
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
美
を
得
る
に
い
た
る
な
り
。

・�

芭
蕉
行
脚
の
姿
は
ロ
ー
マ
ン
チ
ッ
ク
の
権
化
に
し
て
、
守
武
の
齋
服
着

た
る
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
体
現
に
も
似
た
ら
ず
や
。

・�

俳
句
に
も
蕪
村
の
趣
味
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
近
く
、
芭
蕉
の
は
ロ
ー
マ
ン

チ
ッ
ク
に
あ
ら
ざ
る
か
。

四
明
は
美
の
解
説
の
平
易
な
表
現
に
様
々
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

例
11
（
第
六
章
）　

醜
及
其
他
→
「
醜
」

○
四
明
解
説

芸
術
の
何
た
る
を
問
わ
ず
、
い
よ
い
よ
人
間
の
生
活
に
近
き
も
の
は
、
多

く
の
醜
を
用
ひ
ざ
る
を
得
ず
。
何
と
な
れ
ば
人
間
生
活
の
実
を
写
し
、
真

に
描
か
ん
と
欲
す
れ
ば
、
勢
ひ
醜
の
避
け
得
可
か
ら
ざ
る
も
の
多
か
れ
ば

な
り
。
さ
れ
ば
諸
芸
術
家
中
、
詩
人
は
最
も
多
く
醜
に
手
を
染
め
、
建
築

家
は
最
も
少
な
し
と
す
。
醜
は
醜
な
り
、
美
の
目
的
に
あ
ら
ず
。
唯
借
り

て
利
用
す
る
の
み
、
物
の
台
と
し
て
用
ふ
る
の
み
、
主
に
あ
ら
ず
し
て
客

た
り
。

つ
ま
り
、
醜
は
美
を
支
え
、
美
を
引
き
立
て
る
存
在
と
見
て
い
る
。
そ
の
美
醜

の
対
比
と
し
て
、
芭
蕉
句
を
二
句
挙
げ
興
味
深
い
解
説
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　

あ
や
め
生お

ひ
け

り
軒
の
鰯
の
さ
れ
か
う
べ　
　
『
俳
諧
美
学
』

　
　
　
　
　
　

あ
や
め
生
り
軒
の
鰯
の
さ
れ
か
う
べ　
　
　
　

江
戸
広
小
路

（
句�

解
）
①　

家
の
軒
先
に
は
節
分
に
挿
し
た
鰯
の
頭
が
ひ
か
ら
び
て
い

る
が
、
季
節
は
端
午
の
節
句
の
菖
蒲
を
葺
く
頃
と
な
り
、
小
町
な
ら

ぬ
鰯
の
髑
髏
に
薄
な
ら
ぬ
菖
蒲
が
生
え
る
よ
う
で
あ
る
。
季
題
「
あ

や
め
」
夏
。�

（『
松
尾
芭
蕉
集
』）

（
句�

解
）
②　

節
分
の
時
に
さ
し
た
鰯
の
頭
が
ひ
か
ら
び
て
残
っ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
た
が
、
今
は
端
午
の
節
句
と
な
っ
て
菖
蒲
が
葺
か
れ
、

小
野
小
町
の
髑
髏
か
ら
生
え
た
薄
で
は
な
い
が
、
鰯
の
髑
髏
か
ら
菖

蒲
が
生
え
出
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
。

�

（『
新
芭
蕉
俳
句
大
成
』・
中
森
康
之
）

○
四
明
解
説
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美
は
実
に
醜
を
以
て
仇
敵
と
す
。
詩
の
中
に
於
い
て
も
、
我
が
俳
諧
は
特

に
種
々
の
方
面
よ
り
醜
を
用
い
る
の
傾
き
あ
り
。
否
、
む
し
ろ
好
み
て
醜

を
用
い
る
が
如
し
。
平
民
文
学
の
称
あ
り
、
俗
談
平
話
の
標
榜
あ
れ
ば
、

む
し
ろ
当
然
に
し
て
、
俳
諧
の
俳
諧
た
る
所
以
も
亦
こ
の
本
領
に
あ
る
か
。

　
　
　
　
　

蚤
虱
馬
の
尿
す
る
枕
も
と　
　
　
『
俳
諧
美
学
』

　
　
　
　
　
　
　

蚤の
み

虱し
ら
み

馬う
む
ま

の
尿し

と

す
る
枕
も
と

�

お
く
の
ほ
そ
道
（
韻
塞
・
陸
奥
鵆
）

（
句�

解
）
①　

一
晩
中
蚤
や
虱
に
せ
め
ら
れ
る
上
、
枕
許
で
は
馬
が
お
し

っ
こ
を
す
る
よ
う
な
旅
の
宿
り
で
あ
る
よ
。�

（『
松
尾
芭
蕉
集
』）

（
句�

解
）
②　
「
封
人
の
家
」
に
や
っ
か
い
に
な
っ
て
い
る
間
、
風
雨
に
さ

ら
さ
れ
、
蚤
虱
に
も
悩
ま
さ
れ
眠
れ
ず
、
馬
の
小
便
の
音
が
や
た
ら

大
き
く
響
き
、
枕
元
で
聞
こ
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す

な
あ
、
の
意
。�

(

『
新
芭
蕉
俳
句
大
成
・
塚
越
義
幸
』

　

芭
蕉
句
は
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
尿
前
の
関
を
越
え
た
あ
と
、
風
雨
の
た
め
封

人
の
家
に
逗
留
し
た
一
夜
の
句
と
し
て
記
さ
れ
る
。
就
寝
中
の
「
蚤
」「
虱
」

「
馬
の
尿
す
る
音
」
は
実
体
験
で
あ
ろ
う
が
決
し
て
心
地
良
い
も
の
で
は
な
い
。

つ
ま
り
醜
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
一
夜
の
醜
を
書
き
留
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

旅
の
困
難
が
想
像
さ
れ
、「
お
く
の
ほ
そ
道
」
と
い
う
文
学
作
品
を
深
め
、
読

者
へ
の
共
感
を
広
げ
て
い
る
。
四
明
が
解
説
す
る
「
醜
は
醜
な
り
、
美
の
目
的

に
あ
ら
ず
。
唯
借
り
て
利
用
す
る
の
み
、
物
の
台
と
し
て
用
ふ
る
の
み
。
主
に

あ
ら
ず
し
て
客
た
り
」
が
よ
く
理
解
で
き
る
引
用
句
で
あ
る
。

　

因
み
に
こ
の
芭
蕉
句
は
子
規
の
「
病
牀
六
尺
」
明
治
三
十
五
年
九
月
十
三
日

に
記
さ
れ
、
十
八
日
の
未
明
に
子
規
は
亡
く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
子
規
は
、

芭
蕉
と
こ
の
芭
蕉
句
を
想
い
な
が
ら
、
革
新
の
生
涯
を
閉
じ
た
の
だ
と
も
言
え

る
。

例
12
（
第
七
章
）　

壮
美
（
崇
高
）
→
「
時
間
に
於
け
る
崇
高
」

○
四
明
解
説

時
間
に
於
け
る
崇
高
も
、
無
数
の
歳
月
を
経
て
生
ず
る
崇
高
に
し
て
、
例

え
ば
幾
多
の
星
霜
を
経
た
の
か
知
る
可
か
ら
ざ
る
高
大
な
樹
木
の
如
き
、

又
古
建
築
の
如
き
、
是
な
り
。
要
す
る
に
歴
史
の
美
は
、
総
て
こ
の
時
間

に
於
け
る
崇
高
と
相
関
し
た
る
も
の
多
し
。
故
に
古
跡
、
古
戦
場
な
ど
の

懐
か
し
み
も
、
こ
の
美
に
外
な
ら
ず
、
従
っ
て
懐
古
の
句
に
も
、
自
ら
崇

高
よ
り
一
転
し
た
る
悲
壮
多
し
。

　
　
　
　

夏
草
や
つ
は
も
の
と
も
の
夢
の
跡　
『
俳
諧
美
学
』

　
　
　
　
　
　

夏
草
や
兵
共
が
夢
の
跡�

（
お
く
の
ほ
そ
道
・
猿
蓑
・
白
馬
）

　
　
　（

句�

解
）
①　

高
館
の
跡
か
ら
眺
望
さ
れ
る
平
泉
の
地
一
帯
は
、
昔
、
義

経
の
一
党
や
藤
原
氏
の
一
族
ら
が
、
あ
る
い
は
功
名
を
夢
み
、
あ
る

い
は
栄
華
の
夢
に
耽
っ
た
跡
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
う
い
う
功
名
・
栄

華
も
む
な
し
く
一
場
の
夢
と
過
ぎ
去
っ
て
い
ま
は
た
だ
夏
草
が
無
心
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に
茂
っ
て
い
る
ば
か
り
だ
。�

（『
松
尾
芭
蕉
集
』）

（
句�

解
）
②
こ
こ
高
館
は
、
か
つ
て
あ
の
義
経
の
一
党
や
藤
原
氏
の
一
族

た
ち
が
、
あ
る
い
は
功
名
を
夢
見
、
あ
る
い
は
栄
華
の
夢
に
耽
っ
た

と
こ
ろ
の
跡
で
あ
る
。
だ
が
そ
う
し
た
功
名
栄
華
も
む
な
し
く
一
場

の
夢
と
過
ぎ
去
っ
て
、
今
は
た
だ
夏
草
が
茫
々
と
茂
っ
て
い
る
ば
か

り
で
あ
る
、
の
意
。�

（『
新
芭
蕉
俳
句
大
成
』・
深
沢
眞
二
）

四
明
は
、
時
間
（
歳
月
）
が
美
し
く
す
る
崇
高
の
美
の
解
説
と
し
て
「
お
く
の

ほ
そ
道
」
の
代
表
句
を
挙
げ
、
自
ら
一
転
し
て
悲
壮
の
感
情
と
表
裏
一
体
と
な

る
こ
と
が
多
い
、
と
す
る
。

　

☆
子
規
見
解　

①
「
芭
蕉
雑
談
」・「
雄
壮
な
る
句
」

こ
は
奥
州
高
館
に
て
懐
古
の
作
な
り
。
無
造
作
に
詠
み
出
だ
せ
る
一
句
、

十
七
字
の
中
に
千
古
の
興
亡
を
説
き
、
人
世
の
栄
枯
を
示
し
俯
仰
感
慨

に
堪
え
ざ
る
も
の
あ
り
。
世
人
あ
る
い
は
こ
の
句
を
も
つ
て
平
淡
と
な

さ
ん
。
そ
の
平
淡
と
見
ゆ
る
と
こ
ろ
す
な
わ
ち
こ
の
句
の
大
な
る
と
こ

ろ
に
し
て
、
人
工
を
離
れ
自
然
に
近
き
が
た
め
の
み
。（
明
治
二
六
年

一
二
月
一
〇
日
『
日
本
』）

　

子
規
は
「
雄
壮
豪
宕
な
る
句
を
示
せ
ば
」
と
し
て
「
一
七
字
の
中
に
千
古
の

興
亡
を
説
き
、
人
世
の
栄
枯
盛
衰
を
示
し
」
し
か
も
、
句
と
し
て
「
平
淡
と
見

ゆ
る
と
こ
ろ
」
が
優
れ
て
い
る
と
激
賞
し
て
い
る
。
四
明
も
こ
う
し
た
子
規
の

解
説
そ
の
も
の
が
時
間
に
於
け
る
「
崇
高
の
美
」
を
解
説
し
て
い
る
と
共
感
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
句
の
内
包
す
る
「
崇
高
」
の
中
に
「
悲
壮
」
を
含
む
句

と
し
て
相
応
し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

例
13
（
第
七
章
）　

壮
美
（
崇
高
）
→
「
自
然
力
の
崇
高
」

○
四
明
解
説

自
然
力
の
崇
高
は
、
風
雨
、
雷
電
、
水
火
、
瀑
布
等
に
し
て
、
狩
猟
も
、

戦
争
も
、
ま
た
こ
の
自
然
力
の
崇
高
と
す
。
自
然
力
の
崇
高
は
、
特
に
芸

術
に
用
ひ
て
、
古
来
著
名
な
る
も
の
多
し
。
文
覚
の
那
智
の
荒
行
と
い
ひ
、

桶
狭
間
合
戦
の
類
、
平
家
物
語
に
も
、
太
平
記
に
も
、
詩
に
も
歌
に
も
、

浄
瑠
璃
に
も
、
演
劇
に
も
、
こ
の
自
然
力
を
取
り
合
わ
せ
て
、
そ
の
主
人

公
の
崇
高
を
飾
れ
る
も
の
挙
げ
て
数
へ
難
し
。

　
　
　
　
　

猪
も
と
も
に
吹
か
る
ゝ
野
分
か
な　
『
俳
諧
美
学
』

　
　
　
　
　
　
　

猪
も
と
も
に
吹
る
ゝ
野
分
哉

�

（
元
禄
三
・
八
・
四
付　

千
那
宛
書
簡
・
卯
辰
集
）

　
　
　
　
　

（
句�

解
）
①　

今
日
の
野
分
は
と
く
に
す
さ
ま
じ
く
、
草
木
を
吹
き
倒
す

よ
う
に
吹
き
荒
れ
る
。
猪
は
古
来
「
臥ふ

す

猪い

の
床
」
に
寝
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
こ
の
野
分
で
は
、
猛
々
し
い
猪
も
毛
の
逆
立
つ
ば
か

り
激
し
く
吹
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
野
分
に
吹
か
れ
る
猪
の

さ
ま
を
思
い
や
っ
た
も
の
。�

（『
松
尾
芭
蕉
集
』）

（
句�

解
）
②　

木
々
だ
け
で
は
な
く
、
猛
々
し
い
猪
も
と
も
に
吹
か
れ
る

ほ
ど
激
し
い
野
分
で
あ
る
こ
と
よ
、
の
意
。

�

（『
新
芭
蕉
俳
句
大
成
』・
大
内
瑞
恵
）
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子
規
の
「
芭
蕉
雑
談
」
に
も
あ
る
よ
う
に
「
野
分
」
は
暴
風
と
な
り
す
さ
ま

じ
く
荒
れ
て
い
る
。

　
「
臥
猪
の
床
」
に
寝
て
い
る
猪
も
激
し
く
吹
か
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
人
智

で
抗
う
こ
と
の
出
来
な
い
自
然
力
の
崇
高
、
暴
風
と
な
っ
て
い
る
「
野
分
」
に

対
し
、
負
け
じ
と
踏
ん
張
る
猛
々
し
い
猪
を
対
峙
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
、
自
然
力

の
崇
高
に
ふ
さ
わ
し
い
句
と
見
た
の
で
あ
ろ
う
。「
臥
猪
の
床
」
は
猪
が
萱
や

萩
な
ど
を
敷
い
て
寝
た
所
で
和
歌
で
は
恋
の
歌
に
詠
わ
れ
て
き
た
。

　

☆
子
規
見
解　

①
「
芭
蕉
雑
談
」
に
「
雄
壮
な
る
句
」
と
し
て
挙
げ
る
。

暴
風
山
を
揺
る
が
し
て
野
猪
吹
き
ま
く
ら
る
る
さ
ま
、
悲
壮
荒
寒
筆
紙

に
絶
へ
た
り
。

　

☆
子
規
見
解　

②
「
俳
諧
大
要
・
第
六　

修
学
第
二
期
」

古
来
、
壮
大
雄
渾
の
句
を
な
す
者
極
め
て
稀
な
り
、
と
し
て
こ
の
句
を

含
む
十
一
句
を
挙
げ
て
い
る
。
因
み
に
筆
頭
は
芭
蕉
の
「
あ
ら
海
や
佐

渡
に
横
ふ
天
の
河
」、
次
が
「
猪
も
と
も
に
吹
る
ゝ
野
分
か
な
」
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
懸
命
に
自
然
力
と
闘
う
登
場
人
物
や
動
物
の
意
志
や
姿

を
崇
高
な
美
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
子
規
も
壮
大
雄
渾
の
句
と
評
価
し

て
同
じ
よ
う
な
鑑
賞
で
あ
る
。「
野
分
の
猪
」
の
芭
蕉
句
は
「
自
然
力

の
崇
高
」
の
美
に
対
応
す
る
。

終
わ
り
に

　
『
俳
諧
美
学
』
は
前
述
の
通
り
第
四
版
ま
で
発
行
さ
れ
、
子
規
の
俳
句
革
新

の
進
展
に
よ
っ
て
新
し
く
誕
生
し
た
俳
人
や
、
美
学
に
興
味
を
抱
く
人
々
に
多

く
読
ま
れ
た
。
次
に
内
藤
鳴
雪
と
河
東
碧
梧
桐
の
当
時
の
時
代
評
を
見
る
。

①
内
藤
鳴
雪

我
が
俳
道
に
於
い
て
理
論
に
慣
れ
理
論
を
解
し
、
根
底
あ
る
批
評
（
前
提

も
な
く
意
に
任
せ
て
為
す
批
評
の
反
対
）
を
為
し
、
ま
た
完
全
な
る
句
を

為
す
に
は
、
多
少
に
限
ら
ず
審
美
学
の
消
息
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。(

内

藤
鳴
雪
「
中
川
氏
の
俳
諧
美
学
」・「
老
梅
居
雑
話
」　
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
九

巻
十
号)

。

当
時
の
代
表
的
俳
人
で
あ
っ
た
鳴
雪
の
言
葉
か
ら
、
四
明
の
『
俳
諧
美
学
』
が

時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
鳴
雪
と
四
明
は
俳
人
の
間

で
「
東
の
鳴
雪
、
西
の
四
明
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。

②
河
東
碧
梧
桐

『
俳
諧
美
学
』
は
中
川
四
明
翁
の
著
書
で
あ
る
。
翁
の
審
美
学
に
志
し
た

の
は
已
に
数
十
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
帝
国
大
学
に
審
美
学
の
一
課
が

設
け
ら
れ
ぬ
以
前
か
ら
多
少
の
研
究
を
つ
ん
で
居
つ
た
。
或
る
意
味
か
ら

い
ふ
と
翁
は
日
本
の
審
美
学
の
鼻
祖
と
も
い
ふ
べ
き
で
、
そ
の
造
詣
の
深

い
こ
と
も
わ
か
る
。『
俳
諧
美
学
』
は
其
の
素
養
の
あ
る
美
学
と
、
其
の

後
研
究
に
成
っ
た
俳
諧
と
を
統
合
し
た
翁
の
意
見
と
も
見
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。
詞
を
換
へ
て
言
へ
ば
、
比
較
的
多
く
の
人
に
わ
か
り
易
い
、
亦
例

証
の
出
来
易
い
俳
諧
に
よ
っ
て
、
美
学
の
一
班
を
講
述
し
た
も
の
で
あ
る

（
略
）。
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こ
の
書
の
目
的
は
、
日
本
に
中
川
四
明
と
い
ふ
審
美
学
者
の
あ
る
こ
と

を
認
め
ら
れ
ん
が
為
に
作
っ
た
の
で
は
な
い
。
美
学
な
ど
は
疎
い
俳
人
に

美
学
の
何
た
る
か
を
知
ら
し
め
ん
が
為
に
と
、
今
一
つ
は
、
日
本
の
文
学

に
俳
句
と
い
ふ
特
殊
な
文
学
の
あ
る
こ
と
を
多
く
の
審
美
学
者
に
知
ら
し

め
ん
が
為
に
叙
述
し
た
の
で
あ
る
。

�

（
河
東
碧
梧
桐
「
蚊
帳
つ
り
草
」『
日
本
』
明
治
三
九
年
六
月
一
八
日
）

　

四
明
は
碧
梧
桐
と
も
親
し
く
『
懸
葵
』
に
は
度
々
碧
梧
桐
の
寄
稿
が
見
ら
れ

る
。
そ
の
碧
梧
桐
が
語
る
『
俳
諧
美
学
』
は
、「
四
明
が
自
分
を
認
め
ら
れ
ん

が
為
に
作
っ
た
の
で
は
な
い
」
と
断
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
四
明
の
人
柄
が
垣

間
見
え
る
。
そ
し
て
子
規
の
俳
句
革
新
の
進
展
に
伴
い
、
日
々
新
た
に
誕
生
す

る
俳
人
と
美
学
に
興
味
を
持
つ
人
々
に
「
日
本
の
文
学
に
俳
句
と
い
う
特
殊
な

文
学
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
ん
が
為
」
の
一
念
で
あ
っ
た
こ
と
が
改
め
て
確

認
で
き
た
。

　

本
稿
で
は
、
子
規
周
辺
の
一
人
と
し
て
存
在
し
な
が
ら
、
今
で
は
忘
れ
ら
れ

た
人
物
で
あ
る
京
都
の
俳
人
中
川
四
明
（
重
麗
）
と
子
規
と
の
交
流
を
指
摘
し
、

そ
の
著
書
『
俳
諧
美
学
』
に
引
用
さ
れ
た
芭
蕉
句
を
取
り
上
げ
、
子
規
と
四
明

と
の
芭
蕉
観
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
改
め
て
解
っ
た
こ
と
は
、
子
規
の
「
俳

句
革
新
」
と
は
、
俳
句
を
西
洋
の
「
美
学
」
を
手
掛
か
り
に
日
本
の
俳
句
を
真

に
「
文
学
と
し
て
高
め
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
真
意
を
早
く
か
ら

理
解
し
て
い
た
人
物
が
四
明
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

事
実
四
明
は
、
子
規
の
没
後
二
年
目
の
明
治
三
七
年
二
月
一
一
日
、
念
願
の

俳
誌
『
懸
葵
』
を
創
刊
し
た
際
、
そ
の
巻
頭
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

我
ら
同
人
固
よ
り
力
及
ば
ざ
れ
ど
も
、
故
人
の
意
志
を
継
ぎ
、
今
よ
り
奮

励
事
に
当
た
ら
ば
、
斯
道
の
研
究
に
小
補
無
し
と
は
謂
ふ
可
か
ら
じ
。

　

つ
ま
り
、
子
規
の
意
志
を
継
ぎ
、
そ
の
研
究
を
継
続
す
る
俳
誌
で
あ
る
こ
と

を
表
明
し
て
い
る
。
四
明
は
そ
の
言
葉
通
り
、
生
涯
に
わ
た
り
『
懸
葵
』
に
、

美
学
と
俳
句
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
か
ら
研
究
を
重
ね
、
ほ
ぼ
毎
月
掲
載

し
た
。『
俳
諧
美
学
』
は
、
日
本
に
も
西
洋
の
美
学
に
匹
敵
す
る
、
俳
諧
（
俳

句
）
と
い
う
古
来
の
美
が
存
在
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
子
規
の
言
葉
「
俳
句
の

隆
盛
を
致
す
」
に
応
え
た
そ
の
一
つ
の
実
現
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。『
俳
諧

美
学
』
は
美
の
項
目
に
相
応
し
い
俳
句
を
選
択
し
て
解
説
す
る
の
で
、
子
規
の

芭
蕉
観
と
は
当
然
な
が
ら
違
っ
て
く
る
。
そ
の
違
い
に
は
子
規
が
あ
れ
ほ
ど
模

索
し
た
「
俳
句
の
標
準
」「
美
の
標
準
」
と
い
う
言
葉
が
響
い
て
く
る
。
四
明

は
子
規
没
後
も
子
規
の
志
し
た
「
俳
句
の
標
準
」「
美
の
標
準
」
の
確
立
を
西

洋
の
美
学
に
探
ろ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
子
規
と
四
明
は
欧
化
主
義
の
時
代
の

中
で
、
新
聞
『
日
本
』
の
先
輩
後
輩
の
記
者
と
し
て
、
俳
人
と
し
て
、
日
本
古

来
の
俳
諧
（
俳
句
）
に
は
西
洋
の
美
学
と
対
等
の
美
を
有
す
る
こ
と
を
理
解
し
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
俳
句
を
文
学
と
し
て
、
現
代
の
私
達
に
手
渡
し
て
く
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
尚
今
後
の
課
題
と
し
て
子
規
の
写
生
論
と
芭
蕉
の
「
姿
先
情

後
」
に
つ
い
て
考
察
を
続
け
た
い
。
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Study of "Haikai Bigaku(Aesthetics)" by Kojizaian Shimei 
- Various aspects of beauty in Haiku by Matsuo Basho

NEMOTO, Ayako

Abstract：

1: Reasons and motivations for issuing “Haikai Bigaku”

2: The composition of “Haikai Bigaku”, which is unique as an aesthetic book

3: Aspects of beauty in Basho's haiku

Kojizaian Shimei is another name for Nakagawa Shigeaki and the same person as Nakagawa 

Shimei, who was a haiku poet in Kyoto and supported Shiki Masaoka's early days of haiku 

innovation. "Haikai Bigaku" was a haiku book that uses haiku to explain aesthetics and 

published by him on March 24, 1906 from Hakubunkan Publishing in Tokyo. This book 

explored the common beauty standards in the West and Japan by analyzing haiku. And in 

this book, 527 haikus created by various people were selected, including 49 haikus created 

by Matsuo Basho.

This paper explains Basho's haiku quoted by Shimei Nakagawa, which is considered 

equivalent to Western aesthetic terms, and considers the significance of the survival and 

succession of haiku culture in the age of Westernization.




